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第"量民主政台の形成と政治文化

1 美園の機会と選挙の機翻

イギリスの国政選挙は、ウzストミンスターにある議会の下院 (Houseof 

CommOllS)の議員 (Membersof Parli師民叫略称 MP.)についてのみ行

なわれる。雄院内閣制の固で二院制をとり、上院 (Hou関 ofLords)も自民会

の重要な構成要素だが、世鏡貴族や一代きりの終身貧桜の議院であるため、民

主政治が成熟する中でその議会政治こおける役割は、下院と比べて小さなもの

とな勺た。しかしこのよ院に関しては、世紀末にかげての現在、改革論議の対

象となっているので、政党政治の状視しだいで直接国民に選ばれる上院渇員も

21世紀には出現するかもしれない。

ζの固には上院議員選撃はないが、国政選挙に箪ずるナショナルなレペルで

¢選挙として、ストラスプ ルにある欧州議会の議員選挙がある。 EC，"会、

199は僚からは EU議会とも呼ばれるもので、その任期怯"事、 197~年に初固

の直銭選挙が行なわれた。英国を代表する議員は Euro-MPsまたほ MEPと

も呼ばれるが、 19刷年の欧州議会選者ーからそれまでの81人が85人に増えた.

しかし欧州議会の権限は、決定植を握る閣僚会議やプラッセルの官僚を率いる

欧州委員会に比べて著しく弱いものである。

ー方、都市レペルでi率、 1飽5年の都市団体法 (MunicipalCorporatω泊

Act)ι来の納説者("岬a.yers)によ.市議会選挙がある。こうした地方選

挙は、 1総 8年の地方自治法から首都ロンドンを含む全国の州 (0明 nty)に拡

がった。ぞれまでは行政長官 (magistrate)及び治安判事(j¥l$tio回。f

P偲 re)が管輸していたと ζろであ.50 189凶年の地方自治法ではそうした自治

は教怪 (parish)にまで及んだ。

住民の選挙に基づくこれら様々な自治体の議会怯全てカウンνル (oounciO
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であり、バーラメントではない。だがその議員たちが市長や助役を遺ぴ、カゥ

ンシルの多数を占めるグル日プが行政の舵取りをする。いわばミニパーラメシ

トである。とうした地方政治は、それぞれの地方を地盤とする下院醸員や有力

者たる上院由民員たちの介在によヲて、中央の政党、竃会、政府、富庁との関わ

りをもつことになる。そこに怯様々な利害関係が生ずるのであり、地方政治に

おげる問題解決にも長い歳月と多くの経験を経てしだいに習熟してくる。市議

会や政党などの人材つ〈ちから下院議員とな.ぺき候補者発掘にもそうなって

くあのである。 20世紀の現代イギリスの政党政治は、何はさておき、国政の

担い手となる下院議員候補者をどのように選抜するかという点で、選考許可区政党

組織が大きな樹尽をもっていて、徹底的と恩われるほど厳し〈公正とみられる

選鉱を、かなりの時閣をかけて行紅毛ている点で注目に値する。他の園でもア

メリカやスウ三 デン江どもそうではないかと想像されるが、日本などから見

れば、 ζれ俗世界の民主制の中でも稀有なことのように考えられる。そこに市

民が主体となる政治の習熟という政日治文化のあり橡が感じられるのである。

イギリス譜会選挙の歴史弘吉〈、 13世紀末にまで遮る。立蜜主義に移ヲた

名誉革命から鈎0年をこえる。貨族や准貴族たるジエントりが支配した議会寡

額制の時代を径て、第一次選挙改革 (1関')でミドルクラスが参政権を獲得し、

古典的畏3主議とか「議会の貧金酎U と後世の史家に呼ばれる時代が始まっ

た時から、すでにl閃年である。そして第三次選挙改革 (1867)で伝統的な二

つのタイグの遷事区のうちパヲ{borough都市区)で戸主選挙権が労働者階

級にも付与され、民主化とみなされるポリア キーの段階に入ってから 130年

になる。さらにζの選挙権がもう一つのタイプの選挙区、カウンティ〈∞""旬、

郡部ないし農村区〉にも適周され、農業・鉱山労働者にも砿がる第三次改革

(1884)から110年である。

ことに概観したように、 19世紀のイギリス怯、政治的民主主畿が大いなる

発展を遂げた時代であった。それは先に触れた地方自治の形成 D直にもはづき
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り現われている固また、後で詳しく述べることになoが、女性の政治霊参加への

動きが強まり、議会政治がζれを押さえきれな〈なったことにも、それを見る

ととができる巴

との園の現代の政党政治や選挙のあり方に、歴史上の幾多の政錬を経てきた

議会制民主主義の定着を感じ取ることができょう。では、いかにしてかか6政

治文化が生まれ育うたのか、われわれ歴史研究者俗、その形成期のあり織を捉

えねばならないであろう。それは、広〈人民の政治参加出制度化されていく時

代の人々の様々な政治体殴や、それらに関わりをもっ議会政治の歴史であると

みてよい。とすれば、それは1関D年代から2J)世紀初めにかけての、 19世紀を

申心とする歴史ということになるB との時代は度業主事命を背景に国@経済が著

しく成長した中で社会も変わった。社会経済上の利害関燃から人々が政党を適

して国政や地方政治に関わることが多くな勺た。ミドルクラスの運動、労働者

階級の運動 そして女性運動が登唱したのであo.そこで国政を司.政党は、

自己改造してこれらのかつては争点にもしようとしなかった社会還動を、それ

らの利益に関わる立法の公約とその実現に尽くすということで取り込んで行っ

たのであ率。

人民の政治参加が参政権の付与の形で匝常的に拡大されたことが、これを裏

付ける。そうなると還挙区は、きわめて少数の貴族やジa ントリのよう伝巨大

な資産家で権勢ある者たちの意のままになあものではなくなって行ったeちな

みに、貴族には上位から挙げれば、公爵 (duke)、侯爵 (marqu~喝.)、子爵

( viscount)、伯爵 (earJ)、男爵〈出fon) がある。その下位に准男爵

仏aronet)、ナイト爵 Cknight)、ジ孟ント')匂'entry)というタイトルがあ

る。

ζとに挙げた爵位を有する大地主であった貴族たちが、 人で畿つもの選挙

区の議席をコシトロールできたのtム有権者が少なかqたとと、改革法で増え

ても社会的影響力をバトロンがまだ有していたこと、選挙におけあ腐敗行為が
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ものを言ーたこと、また秘密投票法が制定される1872年まで口頭の公開投票

制がとられていたことにもよる。腐敗・違法行為による不Eな選挙がなくなる

のは、グラッドストン内閣(第2次)の法務長官ヘンり・ジェームズの下に2

年にわたる審離を径て1883年に成立した腐敗・違法行為防止法の効果による

ものであ弘その初年後になるとこの圏の選挙怯著しく浄化される.英国民

に買収・供応.不Eな出納報告などを非とす6選挙倫理ができ上がったのであ
ω 
る。これは、政晴の決意と世酋の支持の下にできた法の遵守を通じて、イギリ

スの選挙人が望んだ市民の政治倫理を君旅しよう。立法による政治教育が成功

した事例である.

イギリスの選挙が、国政の下院蝿員、地方自治体議員、欧州議会議員のどの

愚者ーであれ世界の先進盟国の選挙では、ー番金が掛からず、腐敗違法行為

のない滑化されたものだと害われるように縫ってすでに久しい.そのうえ、と

りねけ国政選挙で倍、政権の座を鶴い合う主要な二大政党が、政賓と人材で激

しく対抗す6点では、日本やイタリアなどよりもむしろ、アメリカ大統頒選挙

に頼似する。

2 地雄社会への政党の遭遇

この国は、いま上院や選挙毎度などに関する政革問題もあるが、現植の政治

システムが政革の積み重ねの上に綱嶋しているだげに安定した民主体制である。

(!l これについては、犬重男・河合秀和高坂正実 NHK取材班『か〈して政冶
はよ4与がえった 3慰留画面会・政治寓敗防比の軌跡J(田本放送協会 1989年刊〉の第
一章及び第三軍が際結弥記述しているa
(2) 岡上奮の拙着賞、第二ヨ臣、腐敗防止誌の歴史的意...での分析であるが、この時代
の笑園量撃の腐放と静化について他に比類のない研究讐として知られる、 CorneliuB

山TheEliminati川町 PractiC8/1in 山 町醐-
1911， Oxford， 1筏"に依拠し学んだものである。
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その点で今後もなお世界の政治研究者にと弔て重要でかっ魅力ある国である.

その経済カはGDP(国内総生産〉で 世紀余り前までの世界の覇権国から今

や米国 日本に大きく引き擁され、独、仏、伊に続く第6位となってい11:国
民一人当たり GDPではカナダ、シンガポールより下の第21位であ'g固このよ

う t..~彊済力の著しい低下の反面、その政治と社会の安定性、文化の価値がこの

国をなお品格ある園としているととは、紛れもない事実であ省。

ζの点で全く普通の人々が議会選挙区のパラやカウンティごとに、地方選挙

区ではもっと小さ江人口1，0∞人ほどのヨミ aιティであるワ ド(ward)や

その集合体ごとに政党ないし党派の集票組織を作り、それを主体的ないし自主

的な政治組織として営むと共に可それぞれの地績でコミ a乙ティ活動をなす社

交的経噛として形成し、定着させてきたととが、見過ごされてはならない。同

党の下院議員をほぼ確実に選出できる遍挙区、そして、自治体議員の多数が

とれるところでは、そ¢政党がコミュユティ活動で多大の影響力を有するし、

地域におりる協力、追手容に寄与す.であろう。

1飽5年の議席再配分法 (Redistributionof Seats Act 1鈎国で4選挙区制

が実現したことが、これを促したとみるζとができる。それまでは、 2名区や

3名区も多く、選挙区のサイズはかな旬大きかった。例えば、 W.E グラッド

ストンが1鈎5年に選出されたカウンティ、ラシカツア南西区 CSouthW.伺 t

L阻叫h叫は、彼が育ったリザァプールからマンチェスターにまでわたる定

数8の中選挙区であ令官。こんなに選挙区が齢者勺ていて俗、交通・通信の手

段が極めて遅れていた当時では、組鰍化も思うようにいかない。しかし、選挙

区が、とりわけ都市区のパラの場合、人口が5-6方で有権者1万ほどの小選

参区になって、 faceto f，悶の費且織が生まれ、それがコミ品ニニティ活動の

重要な部分となる。 19世紀の選挙制度改革の大なる成果とされる平均人口

(3) The Economist Pocket W 0叶din Figures， p.22 
(4) 1-3位がスイス、ルクセ yプルグ、目本であるoIbid.， p，z.I 
(5) Roy Jenkins， Gl..dstone， Mac皿 illan，1995 pp.21湖一銘
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54，000に議席1は、 1885年議席再担分法で実現したことがこれを促したと雪

ぇ官。それでも 2名区はパラ24区と大学選挙司区のg区で残ヮた。

現代についてみても、北アイルランド17選挙区を除く大プりテンの'"選挙

区の平均人口は約8万である，そして三大政党の党員数は、 1992年に保守党

850，醐、労働党捌刷、自由民主党1凪酬であ官。労働党の場合、労組団

体加入者を除く選挙区党に属する個メ加入党員数である.これら三免は北アイ

ルラ y ドを除く全選挙区で噛自候稿者を立てて戦うから、 1選挙区平均党員数

は、保守党1】340、労働党442、自民党166となあ。しかし各常に怯それぞれ強

い地盤がある。安全銭席区を主としたものであり、そこには全国平均のおよそ

2倍の党員がい否。これをみると大体人口85ω。、有権者67，0∞ほどの平均的

選挙区で三党合わせておよそ1.000から3，000以上の政党員がいるとみること

ができる。保守党の齢、事実上の平均掴数1酬といす。 Hi50聞には全

国で1∞万人をこえていた巴労働党の選挙区党員数は、 1970年代から平均500

とみbれていて、酉独やスウェーデンの社会畏三党よりも非常に少なかったか久

目本の旧社会党とは比べものにならない。保守党についても、 10数年ぐらい

前まで肱平均2，0∞とも言われてい官。その頃の百本の自民党とは大変な違い

がああg およそ8万の都市ないし大都市区部でこれだけの政党員が、党名を闘

すことなく、選挙の時だけでなく、政党の業務の催し、地積社会のことなどで

時聞を割いて関わるといったことは、これまでの日本では到底考えられなかっ

たととであろう。

(6) S.T. Mill飢 BrItishPolitical History 1784 -1939， MacDonald and 
'"叫 1切7即応-.，.
σ) Patrick Dunleavy， Andraw Gamble. 1an Hollュdayand G臼lianPe叫e
ed.， Davelopm飢 tsin Britiah Politi回生 Macmillam，19鈎 p.1l0
(8) Paul Whit由"P品川ckSeyd， and Jeremy Richardson， T問 eBluB:The 
Polit四 of白醐同tiveP削 yMemb田 hip，Clarendon Pl'耐 1醐，.25
(9) Ibid.， p，22 
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1884年の圃民代表訟で遷移民は2僑に膨れωo万に達した。成年男子のs人

に2M靖権者となっ官。しかし、この立法は決して難なくすんなり決まった

わけではない.法案提出者の自由党政権は下院で保守党に対しE倒的優勢を保

持していた。この年2月末に提案されて6月末に下院を通過した。だが上院で

保守党が反対して行き詰まった。カウシティに戸支選挙繕を導入して選挙民を

増やすことが、自由党による参入をもたらし、党勢の前途が案じられたからで

ある。保守党は党勢上昇気還にあるロンドンとその周辺などの議員定数増加を

求め、そうしたことから抜本的な区制改革小選挙区制帰入を求めたのであ語。

とれは選挙区割りにおける平等化と民主化に速なり、英国の改革論者たちが、

1飽2年改革め来、理想としたものでもめったー

首相グラッドストンや貿易相 J チ品ンパレシら拡、よ民保守党と対決する

が、妥協が成り立ち、女王も介入して二大政党代表者会議で小選挙区制の羽入

で話がつき、 11月幻自に最強的に決定し定。これに強く低抗したのが、自由

党の保守派である貴族の伝統をもっホイッグ派であった。下院におよそ1ω議
席を占めた勢力だったが、これで梢減への途を歩むことになる。それまで2-

3名区のパラで富員権を保持して来たところに、自由党コ急進"が歩入してきで、

ホイヲグ派は弱まっていた。そこに1名区制曜当事区になれば、組織力のある

急進派にポストを取られてしまうことが危t具されていたからであ<.でもこの
妥協が成立して、ょうやく、国民代表法は上院を通過して成立した。議U席再配

分出丸翌年に入り間もなく成立す宮。前者の圏民代表法の制定を大義とみた

グラヲドストンが、そのために、与党内のホイッグ派を切り捨てたのである。

ホイッグ派を率いていたハーテングトン (Hartington，S，C.)侯爵は、このと

(10) S. T. Millar， op.cit.， p.S4 
(11) 以上の緩綿については、神川信彦『グラッドストン下』新調書、 1後"年刊、 396
406頁を参照夜、
(12)かかる詳細な政治プ0'スについて除、R.J臥.kins，op.cit" pp.49'1舗にも
拠る。
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き陸相でそれまでグラ y ドストンとは近い人であったが、とれが翌年、彼の白

色"
由党と畿を分かつ党分裂の 因とな勺た.

1884-5俸の第三次選掌改革は 民主政治の発達のよで画期的なものである

が、わが身を切り裂く痛みなしには成し得なかったのであo.利害関係の継れ

から乙の改革は、自由党政権に人間関係、党派閥係の割線を生み出し、同党分

裂の引き金となったのである。

8 婦人診政権と市民的""台文化

イギりスの民主政治倍、これまで益及したような忠挙侮皮の改掌と、それを

背景とする議会内外の様々な改革立法に基づく政治制度の紳組みの中で営まれ

る。こうした改革をこの固では 18世紀末以来、総称して議会改革

(Parliam姐 taryRef orm)と呼んでいたゐ日本でいう政治改革で&る。 19世

紀の議会再改革の成果は、下磁の議員構晴がト 'J 、ホイッグ時代から、 19

世紀後期になると犬きく変わり、近代組織政党に変貌した自由党と保守党の三

大政党対立型の篇会政治が蛍まれるようになヲたことに示される。

このような政治の術度と営みが大枠において保持され、さらに幾つもの補足

的世革を重ねて20世紀のイギ 'Jス政治依展開した。この聞に大きく変わ勺た

のは、自由党が没落して両大戦間期以来労働党が保守党I対抗するようになっ

たこと、 1918年と"年の国民代表法によって女性が男性と平等の選挙権を獲

得したことでおる。

現代のイギリス政治の構造は、選挙権、政党2制、強会の運営における効率性

の原則導入などにみられるよっに、 18前年国民代表法、すなわち、第二次選

挙改革にその原型の成立をみることができる。その時£来、幾世代にもわたっ

(13) lbid.，とりわり p.498 
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て政治家、官僚たちは勿論、グラスルーツをなす移しい選挙民が選挙政治に関

わうてきた。そうしたことから形成されたのが、先にもいくらか触れたこの園

の政治文化である。それは多年の歴史を経過して、政策および人材の評価といっ

た認知の商で、民主政治に対応する参加型ないし市民型とみなされるものに属

す否。

このような見方に対して、イギリスで女性の安政梅が実現したのは、 1918

年で甚だ遅いではないか、それ以前には民主政治はない、という反論もおろう。

また、 ζの園には貴族院たる上混が存在し、世襲貧族制もあるので民主主義の

モデル園とは到底言い難い、という反論もあろう。そうした批判に筆者は総度

も鷺義・演習・レポートなどで察していo.そこで先ず、これら二つの見方に

ついて答え6形で論を進める亡とにしたい。

婦人参政権が成立した世界諸園の歴史をみれば、 "92年の三品 ジランド

が最初で、次が1006年のフィンランドである。なお、オ ストラリアでは

1893-1009年に各州晴会参政権が成立した。ノルウ z も先進国に入るが、

1007年年に財産資格によるものが成立し、 6年後に成人智遺制となる。続い

てデンマ クで1915年に25歳以上の成人普遍制に近いものが実現した.7メ

リカで連邦レペルの婦人参政権が成立したのは、女性解放運動家アンゾニ

(3，悶悶 BrownellAnthony)の半世紀に及ぶ運動の成果とされる、 192'年の

憲法改正の時である.欧州で品第ー次大戦束期から戦後同弘美、臨場k除

スウエ デンと婦遇制が鉱が各。しかし、仏、伊、日本でこれが成立したの，'-

第ニ次大戦後の''''年であ官。日本では1925年に成立した普通選挙制と区別

して、公式には完全普通選挙制の成立という。ヨ ロッバの民担剰の先進園ス

イスでとれが成立するのは、 1971年の国民投票によるものであ弓た。 1959年

にもその実現が図られたが 国民役票で斥けられている。

(14) Duncan Townson， D羽山na:ryof Modern History 1?ω-1945， P阻 gum
Books， 1卵4，pp.36-37， 921 を参照!.
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こうみると、婦人参政権成立の時期が早L、国が民主化がより先進的であり、

暴れた国が民主化の後進園であるとは必ずしも君えないことが分かる。"'"，..

がフランスやスイスより民主化されていることはないし、日本がスイスより民

主主義の固だなどありえない。スイスが遅れたのは、国民投裏側

(""!ぽenda)という療法上の手続きを尊重する直接民主制のためである。フ

ランス、イタワアのようなカトりックの園でほ、女性が教会の影響を受げ保守

政党こ投票することを怖れたりペラル派や社会主義派が反対したからだとされ
ω 旬。
選挙制度を単にその形式だけで民主主義と関連づげてみれば、大きな誤りを

仕出かす。その標本が戦前・戦中の英国のウ a ップ夫妻であるe ゾ連共産主義

を世界で一番民主的な体制と賛美した著書や小冊子を何冊も出した。『析しい

文明 ソピエト・コミ aユズム』は、戦後の百本でも翻訳出版されたg その論

点の つ隊、男女¢選挙権がl日露帝政領の植民地だqた所にまで付与されてい

る、公民の寧等と自由がある、実帯留に肱それがない、というものでおる。憲

法の紙函だけで判断し、耳障り滑裁判恕どにみられる恐怖成治や人民の生活の実纏

を1鈎拝5月現地に入りながら醐しえなかったことによ主 γド←叶 z ツ

プは1910年代かり20年代に労働党の最高のプレ シたあ政治家で閣僚を望書め

た知職人である。フェピアシ協会を代表した人でもあった。夫人のペアトリス

も英国を代表する知性の持主とされた人であ勺た。これ砥どの夫妻が、しかも

英国社会で中椀階級の上の芳に腐する恵まれた暮らしをしている者が、これほ

ど間違づた分析に着づくソ連体制賛美者になるとは、徹底考えられないことで

あった。 Sウェップが閣僚を務めた第三次マクドナルド内閣(1929-31)が、

大恐慌の中で挫折し、挙国教内閣の下での1卯l年総選診で労働党が一大敗

(15) Ibid.， p.921 
〈防，) 8ydney and B阻"図 Webb，&"札etCommuniBm: A Now Civilisation， 
凶伊山 G，四&臼 LTd.，1臨
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北をしたことなどで、長年関わった労働党政治への失望から、ウaップ夫妻は

『新しい文明」に希望を託するようになうたのかもしれな11
婦人参政権の成立とその園の民主政治との関わりを正しく捉えるには、われ

われは男性が営んできたその圏の政情がどうであり、社会がどうか、政府、議

会の下位システムとしての自治体レベルの政治がどうか社会的に女性の地位

はどうな勺ているのかを見なければならない。また女性の政治参加の運動にも

目を向げねばならないs これらの緒要素の相互関連性を捉えて、その国の民主

主義の状態が位置づけされ忍であろう.

4 上院〈貴族詰隣〉の存在理由

次に上院の問題についてみよう。 19世紀には議会政治の主な機能は国民代

表犠聞としての下院にあり、儀会と言えば、下院を意味するようになうていた

けれども、上競は政治過程においてまだ相当大きな権限を有していた.歴代の

内閣¢閣僚の大半が貴族だったことからも、これは明らかである.第一次選挙

改草から世紀末まで10人の首相の下に幻の内閣があったが、ロパ ト・ピ

ル airRobt認tP伐込)とディズレーリ (Benj凶.minDisraeli)とグラッ Vスト

ン (WilliBmEwart Gladstone)を除いた7人の首相除、公爵、侯爵、伯爵

という也鑑賞族であった.ディズレ日】Jも第2次内閣 (1874-80)の75年に

伯爵 αstEa.r1 of Be田畑nsfield)に叙せられる。ピ ルは上院に入らぬ世担
准男爵 (2ndBaronet)でサーのつ〈身であった。グラッドストンだけが4次

にわたり延べ12年余り自由党内閣で首相を務めたが、自分の意思で貴族への

道を還ばなかった。人民のウィリアム (PooplぜsWilliam)と呼ばれた所以

である。

(17) Carole $eymo¥lr-J。且昭 W.l均"of intrig加 Naw Statesman & Society 
17/31 D鶴舷nbar，1993 
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内閣の閣僚たちについてみると、第2次グラッドストシ内調(1齢0-85)で

は、大臣11人中8人が上院に属する貴族であった。その前のディズνーリ内

閣では14人中8人がそうである。外相、樽民地相、インド栂など位、政権交

" 代しでも貴族たちのポストであった。 1ω年後の現代では、どの内閣も閣内粗
23人中大法官(1，0吋 High団組oollor)だけが上院議員であるにすぎない。

その他¢政権ポストで大臣給与を受ける隠外国務相30名余白5名が上院議員、

政務次官3名余中7名が上院蟻員であ'0政府の100余のポストは政権党
MP，によって占められてい官。

遁挙で国民に選ばれないよ院の権限が問題になるの怯、下院で十分審践して

送勺た法案にストップをかけた、 1随4年の有権者を倍増させる国民代表法案

の時と、 18閏年に下院で十分な審議を認し、圧倒的多数の表決で下院を通過

して上院に送られたアイルランド自治法案が、上院では訟とんど審議も形だけ

で圧倒的多数で算られた時からである。そして、自由党が上院の権調に関わる

議会改革の推進者となる。その最終的問争怯、加世紀に入って間もなくアス

キス (H~加t Henry Asquitゅの自由党政権下であったo19岬年予算案

。一人民予算Dを保守党が上続で成立させなかqたことで憲法闘争に発展し、

1911年議会桧の制定をみるに至った。これは予算に関わる法案および他の一

般法案について、下磁の優越設を規定したものである。なお、下院議員への歳

費の支給もこの訟律によって始まった.選挙によって選ばれた融員からなる下

院主体¢政治は、もはや揺るがぬものとなーた。別世紀に入勺て以来、就任

した首相はすべて下院に績のある人でおる。閣僚たちもほとんど下院議員であ

'0上最は政治過程で下院に対して従属的な役割を担う、立法・什放の審議に
おけるいわばチ品ツク掛苅である。三院制をとる圏、アメワカ、日本、イタ')

(18) Chris Cook and Brendan Keith， British PoliticaJ FB.cls 1飽0-1駅淘
Maemillan， pp.30-35，駒田
(19) Wh抗aker'sAlmanack， London， 19・5，pp総1-32
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アなどと比べてその権限は著しく弱い。

では何故にζんなものがなければならないのか、製金の無駄健iいではないか、

という疑問もあろう。伝統に生きる政治大国で7∞年の歴史をもっこ院制の自覧

会をずょくすること俗、先ずでき江いことであろう。貴族制度をどうするか、王

制をどうするかも絡んでく.。司法制度とも関わりが深い。上践に怯乙の国の

最高裁判聞としての役割もある。それは有給の法富貴族が担当する。それに世

襲貴族たちだ砂の離会でなく、一代きりの終身貴族も少な〈ないo 19弱年終

身貴族怯 (LifeP闘r可'^悦〉でこれがふえ宮。

次に経費とリストラの問題でj;るが、法曹貧族らを除く上巌撞員ば昔からずっ

と歳費なしである。自宅から議院までの交酒費、調査等の旅費の費用弁償、役

職についている議員の秘書手当などは支給されあ。しかしその手当

(subs鳩tence)には、 日31ポンド50ペンスゆ句6，400円)、オーバーナイトで

宿泊を要するものが70ポンド(14，0∞円)、秘書手当が一日00ポンド羽べン

ス (6，200円)と実につましい支給限度額が定められているのであ官。

なお、蛾費のような俸給をもらう上院議員ほ、最高裁判事に類す忍法官貴族

の嗣u富のほか、上院掘(蜘ker)、委員会眠〈出回叩〉及び主"1
篠長 CPrincipalDeputy団Ilirman)の三名の上院議員と第 野党指噂者

(Leader 01出eOpPo$iti叫と同党首席幹事(ChiefOpt悶 tionWhip)だ

けであ宮。政権党ではその上院議員のせいぜい14-5人が政権に入り、大臣

給与にありつける。こんなわけで上院の場合、人件費は余りかからない。金の

ために整理しようということにはならないと思う。終身貴族こ叙せられるのは、

開僚涯のある経験豊かな政治家たちが多いが、上院は彼らが政治に関わりを持

。0) Erskina Mlly， P'lrliamenl.l!ry Practioe. 21st Edition， London 
Butterworths， 1989， p.9 
α1) Ibid.， ]).11. ; Whitaker畠 Almanack，l'回5，p.222 
α2) Whitaker'B Ahnanack， 1982. pp.226， 456に拠る。
α3) Erskine May， op.cit， ppJO-ll， 202-03， 
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ちながら静かに引退し、余生を送るところでもあ志。

イギリスの政治家は下院議員になーで2{)年、初年と政治家としてのキャリ

アを積み、大方60代の内から70代の初めに下院に見切りをつける。その中で

閣僚虚のある者、それがはくても野党の党首経験者などは、時の首相¢裁定で

終身貴族に叙せられ、上院議員となる。そして権力闘争の柑禍から離れた所に

移'0長老級政治家によ.派閥的なグル プ聞の権力争いが、二大政党におい
てそれほど目立ったあくどいものには誠多にならないのは、こうした政治の仕

組みによるのかもしれない。それよりも、引退してやがて政治の世界を去りゆ

く政治家たちの英知の灰めかしとか助言俗、極めて貴重なものと江る。後に続

く者は、優れた先遠から何かを学ばねばならない。イギリス¢政治人はそれを

よく知っている。上院怯との園にとって価値ある存在なのである。

では、上院議員のなかで女性議貝はどうかという質問もあろう。先に述ぺた

1955年の立法で終身貴族が増えた。 ζの穫@貴族は、それまで1876年上訴裁

判権法(伽 AppellateJur凶 ictionAcUによる法官賞捗に隈られてい官.

1倒2年にはまだ政界に隠然たる勢力をもっているとされる前首棺サッチャ

夫人が B釘'"錨sTbatcherとしてこ ζに入った。夫君ヂエス氏は准男爵

(Baronet)で議員ではない.夫人は絡身議員でおる。元労働党内閣の閲僚を

歴任し、社民党 (SDP)に入り、現在自由民主党 (Lib-D伺，)に関わってい

るνャりー ウ4リアムズ(S.Williams)もここに収まうている。 1"1年の

上践議員数を区分けすれば、世襲貴族803，その有爵婦人19、終身貴族〈男〕

2凪有鵬身婦入札主教・司教おで総数1，1鳴であ宮。女性"人は全体の

5.2%であり、 1979年総選挙による下院議員の場合、鈎S議席の 3%におたあ.， 
19を女性が占めている白をみると、それほど変わりはないo19明年総選挙で

(24) Ibid.， p.9 。5) Whitaker's Almanack， 1982， p.2ぬ
(26) The Ti血路 Guideωτ'he Housa of Commons April 1992， Tim飽
Book， 1992， p.282 
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は各党から立候補した女性候補者数も、"年の206かb鴎8に増え、 60人とい

うそれまでになL引の女性嗣が艇長し、価1輔の10%となっ弘、選挙

によらざるいわば功績叙任的なよ院の方はどうか。 1鈎4年の議員総数は1，194

と若干増えてはいるが、女性は有爵婦人17、1958年の立法による総身議員60

となり、後者がかなり増えている。 77人の女性上院議員は6.4%にあたる固こ

こでは胡貴族閣が773に蜘、終身貧族〈男〉が却に増えてい宮。 ζ

れは貴族院たる上院の、時代の流れに順応した穏やかな変化を示すものと~.

ことができょう。言うまでもなく、民主徴へのたゆまぬ歩みである。そうした

中でよ銃改革の議議もなされており、上院問題は、選掌制度の問題とともに政

治改革の主たる争点になる可能性があるe

第2牽女性の政治容加と政党政治

1 チャ テスト期に始まる歴史

イギリス女性の政治番参加を下院議員や蘭僚にな勺たメ数、上院議員にな弓た

人数などでみると、スウaーデン、ノルワ三一、デンマークなどいわばフェミ

ニズムの国よりもかはり渥れている。日本とも変わりないように恩われる。小

選挙区制をとるアメり.でも、女性が国会畿員に怠るのは、容易ではない。同

じ小遣挙区制のイギリスで先にみたように、 5関人もの候補者がいずれかの党

の公認で出馬しても、せいぜい60人が当選し、定数&5'の中の議員になれあと

いうことが示すことは、男性優位の社会において大きな獲があるということで

ある。全国阻週挙区怯各党にと雪て安全区 (safty岨凶、接戦区

(27) Whitaker's Almanack， 199:5， p，2Z2 
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{marg:ina.l sea回、見込みのな川茎と大別されている。政界入りをめざす女

性の大方隊、絃かなか安全区の候儒者に採用され拡いのである.初め怯いわば

修業的な候補者として出馬し、その次のまた次の固に凄戦区 {margi同 l

soo.t}か安全区 (saI句随.，)に採用されればいい方である。

北欧諸国やドイツのような比例代表制の国では、こういうことは生じない，

だが、候補者')ストの順位をめぐる政党内での争いは付きものであろう.でも

それは、政党の本部やドイツの楊合は州レベルでの決定に関わ石ものであり、

女性怯男性に対してイギリスのような全国651選挙区のそれぞれでの決定の場

合よりも、はるかに強い発言カをもっ。イギリスで女性の下院議員が、北欧諸

国やドイツなどに比ぺてかなり少低い原因は、この点に見出される。

だが、イギリス女性の政治拳加問歴史は、アメリカにおけるそれと同様に、

北欧諸国やドイツなどよりも、また日本よりも遥かに古きに遡'0それが要求
と逐勤@段階から始まることは言うまでもない。社会的地位の向上とか平等化

という問題もおるが、それは参政権に代表され各政治的市民的権利の獲得にと

もなL¥実現されるとみなされたのでおる。 1846年の穀物法撤廃は、ミドル

クラスが政治岬権利を獲得した、 1832年圃民代表法の制定による、というこ

とがそれを教えた固また、労働者階級を生活の苦境から救う社会変革をめざす

チャーチスト運動が、何よりもまず、政民治的権利のための六項目の実現をめざ

したととも、との園の女性の政治社会運動への教訓であった。民衆の願望を速

成す.現実性をもった運動の歴史こそが、その後にくる人々の運動への何より

もの指針となるのである。との国の場合、それは決して特定の恩煙家や知識人

らが創り出したものではない。

との英国で女性の参政権が悶圃になってくるの位、おそら〈第一次選著書改革

以後でおる。女性は戸主たる夫ゃ父が代表する、労働者たちはコミュユティを

代表する議員が代表する、といった論理でとり残されたからである。 l飽8年

5月、ロνドン労働者協会 CLondonWorking Men's Assc巴ation}が数名
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の急進派議員 (MPs)とも協議して千人民憲章。船μば， C九hartar)Jを作成

し、 10年にわたるチャーチスト運動が始ま勺た。 r人民憲章」は次の六項目
C"Six Points~) の意成目標から怒る。男子普通選挙悔、秘密投票側、一年制

自民会 (annualel・ctions)、平等な選挙区$J，MPsへの歳費支給、候補者の財
産資格廃止である。この憲章作成の審議の時、普通選挙権を男子に限定すべき

でない、男子 (male)を削れという意見が三分の ぐらいのメンパ にあっ
ω 

たというが、多数意見に従ったという。

さらに近年の研究によれば、六項目の実現をめざすこの逗動の中での縄人チャー

チストたちの各担制S、従来のマルクス主義に立つ歴史家のようなネガティプな

評価でないものに見直されている。これは同じ時期に展開された中材派階級急進

派の反穀物法同盟 (Anti白 rn-La腎League)における婦人の役割にもみられ

るようなものとされる。つまり男子に従属したお茶くみ的な存在にあらず、自

立した運動をなしたという。金園チャ チスト協会 OぜAC)に200余の支部が

できるが、そこでは多数の女性が集会に参加したし 組織づくりに関わーたり、

募金活動をしたりした。講演して困る人もいたoNACに怯数千人の女性が参

加し、婦人政治逮盟のほか婦人全国憲章協会が結成きれてい官。

チャーチスト運動は、議会への貨同者の署名によ.三次にわたる園民請願

(Natiou叫 Petition，1関8，42， 48年)という合桧的な遁動として繰り拡げら

れたが、結局、その時点では何等成呆なきものとして終った。しかし、その信

条のE当性はこの運動参加者とその周辺はもちろん、そしてとれを観察した為

'"人民憲章作成時におげる男女平等の選挙権酋者は、ロパ ト，ォ ェν派とw.
ロベ?ト (Lovett)らの少数派であ，た。
(2) 逗動にお砂る会国規模の組緒彫成とそ@維持の側面とそこにおける女性の役割を
据えたものとして、 JamesEps凶 nand Dorothy Thomp崎明ned.， The 
Cru.耐 E玄perienoo Studie沼 inWorking_cla回 Radicali四回d叫 ture，
Macmillan， 1総2 がある。と<!~その中の つの怠Somepra叫 G潤 =d
problems of Chartist Democr町 yby Eilaan Yeeは参考になる。なお、
David J。温風 Womenand Chart羽m.日開ぬry，Februarヲ田弘もある。
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政者側でもよく感知された。「人民憲章」六項目の中の下院議員候補者の財産

資格制一ーカウンティ(郡部区〉選出麟員になるには年収6∞ポンド〈今の3

万ポン円以上の土地事育、パラ〈都市区)では30則ポンド以上の土地所有

ーが、 18回年に廃止され官。秘密投票制への改革は叩2年の立法で実現した。

事等な選準区制，;l:，~ 1随5年の議席再配分法で隠ぽ実現した。揖員鼠費支給は

1911年酪会訟で始まった。蟻会の最長任期はこの機会法により、 7年から5

年となり現在に至る。世界で任期最短の蟻会は、米国下院の 2年で、次がスウ品ー

デシの3年である。残るーつの男子普遍権怯、第三次改革、第三次改革を経て

1918年の第四次改革で実混した。こうみれば、チャ チスト運動が、英国デ

毛クラシーの歴史において極めて重要な怠義あるものであるとと俗言うまでも

ない。

なおここで、女性の市民権運動の歴史でイギリスと共に古きに週る、アメリ

カの連邦議会レペルでの到速度について一目しておこう。定数1∞の上院は、

第101蟻会(j鈎9-91)まで女性議員依0-2であったが、 102自民会から104

議会に4-8となうた.下院では同じ議会期に10-29であったが、 103議会

(1993-95)に47となり、次期も同数となった。下院必S議席の10.8%に当た

弘之れ位、同じイ、選挙区剤¢固で女性の市民権運動の歴史の晶、圏が、類似

した動きをしてい.ことを示すものである。イギリスでは戦後198'年まで17一
泊、 87年に位、 92年にや勺とωの議席を女性がものにした。

2 申流階級女性の運動とミル

チ令ーチ又ト運動が終勺た1850年代の後期からω年代にかけて、 1867年の

(3) S. T. Miller， op.cit.， p.87 
(4}1i十嵐武士・古矢旬・松本礼二編『アメリカの祉会と政治』有斐閣プη クス。
1鈎6、174-75買。
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第二次選挙改革をもたらす熟練労働者たちの職能別組舎の圧力団体 (NRU

National ReIorm Union}などによる普通選挙権と鶴密投票制を求める運動

があったe チャ チスト運動よりもより政治的に成熟した運動であり、自由党

急進派の MP，もこれにかかわっていた。その一人に著名なミル (Johu

Stuart Mill， 1800-7のがいる。オックスフォ ド大の学生時代に第次改

革に強〈反対したグラッドストンも穀物法撤廃で保守党と扶を分かち、 1859

年から自由党内閣の蔵相で同党下院指導者仏品derof the Housa of 

Cornmons)であったが、選挙区のランカシアで援す.熟練労働者たちをリス

ペクタクルな英国民とみていた。そして18鉛年にこうした人々を(有権者に)

含む選挙明革を割図してい丸しかし、その法案は、与党議員で野党側にまわ

各クロスポーティング(交差投票)が多かqたため流産した固そこで保守党へ

の政権交代となり、ヂィズ以ーリ蔵相の下に自由党を出し抜〈形での改革法案

の成立となったのである。

この選挙制居t，皮革の敬治の流れは、省長年の隆史家たちによーでも、しばしば

貝過ごされたり、記述を省略されたりすあ、当時はさしたることなき小さな流

れではあるが、後に非常に大切な愈H燃をもつものを伴勺ていたa それは、申流

階級婦人の退場権のための運動の起源となったものとみてよい。労働者階級の

それはチャ チスト運動にあうたととを先に述べたが、との階級の女設として

の独自の運劫は、そこで途絶えたとみられる。

1860年代に入。允頃のイギリスでは、向性の寧等とか女性の選挙権を求め

る動きが拡がりつつあった。そうしたデモクラνーの提唱者であった J.S 

ミルが、自由党急進派の候補者として18箇年の総選挙でロンドンのウzスト

ミンスタ 区で戦って当選し、 68年まで下院議員を務め、議会ではじめて婦

人参政権の法案を出して闘ったことが、何よりもよく時代の変わり目を示して

(5) 神川信彦『グラヲドストン上"26盟、 240-41買。
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いる。ミルは、女性の社会的地位の向上と多政権の獲得をめざすロンドンの中

流暗級女性たちに請われて出馬して当選したのである。彼は金を使わない選挙

運動をし、戸別訪問〈団山由〉もいよかーたといすが、この固で首から今で

も合法的選挙運動として重要かっ不可欠のものとされるキャンパスなしで、急

進派を代表するミルが当選できたとは考えられない。

ミルを担いだ女性たちが、ボランティアでこれを行ったとみるべきであろう。

当時の選挙は、投票日も一日だけでなく何日も要した。選挙管理委員会にかか

各経費'"-公金でなくすべて候補者が創り勘で出さねばならず、それだけでも

カウンティで2<JOポン~' (今の1万ポンド以上)、パラでその半分位は掛かっ
，，， 
た市己@年の総選挙ではミルに師事するホーセット(HenryHawce叫が、

プライトン市でやはり金をかけずに当選した.ホーセットはミルが落選した次

の1船8年総選拳でも再選され、 1874年にはロシドンのハクニ (Hackney) 

に移って姐需を射止めた。自由党の党員やポラνテ， 7を金を払わずに動かし、

他¢候補者がするバプ(居酒屋)を使うことをしない、変った選挙運勤を行ヲ

た.それでもホーセνトの遣事費用怯l8凶年の頃合、しめて914ポンド(今の

且7削ンド、約914万円)だーに多い人で8醐ポンド、少ない方で払醐

ポンドもかかった閣である。だからミルの場合も 1固1醐ポシド位はかかっ

たのだろうが、その金位大語、彼を担いだ女性たちが出したものとみられる。

ζれは、上流・中流の女性の社会的地位が上昇していたことを物語る。

1総8年3月、自由党ラッセル内閣が選挙法滋正法案を提出した時、 J.S.ミ

ル議員は、 1，400名の署名付きの婦人還準権請願書を提出する。それはすィク

(6) H. J. Hanham， Elections and Party Management: Politics in the 
Time of Disraeli and Gllldstone， The Harv四torPre倒，s..阻ex，1978， ，.96 
(1l酎d.，p四
(8) lbid.. pp.96， 254 
(9) Ibid.， pp.249-61 (chap.12) 
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トリア朝時代の著名な鴎秀作家や知識人たちが著名したものである。との年の

秋、マンチェスタ で婦人参政権委員会が結成された。そして翌年6月、ミル

は議会でディズレーリの改革法案に挑戦し、女性の選挙継のための修正案を出

したeそれは、有権者資格における man'(男子〉という言葉を persoぜ(人)

に代えよというものであった。表決の結果は、この修正案への費戚73、反対

1鉛であ勺た固欠席議員が多い中での採決でるるが、野党であ忍自由党の下院

の党首格のグラッドストンも反対票を投じた。ミルの提案位、議会の厚い壁に

当たり阻まれたが、これを支持する議員が73人もいたということは、大きな

反響を呼んだ。それは嫡国論者 (Suffrag此旬.)の速動を加出産するものとな q

定。ちなみにミルは、彼の晩年にあた.，醐年、男性と女性の完全は平等を

宣言した「女性の隷従J何回印刷関もionof Wom伺〉を著し、刊lJfi'した。こ

れは、この問題で彼に彫響を及ぼした彼の委ハリエットへの感謝のしるしであ勺

"" ftとL、う。
ミルの婦人参政梅法案は、自由党のグラッドストシ内閣の 1870年に蕊6が、

この崎、ゲィクトリァ女王が首相に注意を促した。それで取り下げられたもの

と見bれる。主権者たる女王は、婦人参政権や女性が医学を修めて医師になる

とか他の専門職につくことにも強く反対していた。男女1問権を求める当時の還
ω 

動を、狂ったもので全く腐敗したもの、と観ていたからである.ヴィクト 'Jァ

女王は 平等の原員時求める女たちやこれを是とする男たちの手強い敵であゥ

た。 20世紀のエリザペス女王とは遣い、まだ政治に深く関わ勺ていた。資篠

院たる上院は、女王の主たる権力基盤であったのである。

(10) Roy Jenkins， op.cit.， p.27悶
(11) Duncan Tow国 00，op.cit.， pp.545-46 
(12) Roy Jenkins， opαt" pp.341-42 
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3 政治省惨加の浸透と政党政治

ミルが修疋突を下院に出した18耐年秋、マンチェスター婦人選挙権委員会

α'W田〉が繕成された。そしてl868年には婦人選挙権全国協会 CNe.tional

Society for Women Suffrage)が結成され00 女性の還さ器権獲得のための組

織化がここに始ま弓たのである.それは中流階級に属する女性たちの組織化を

伴う運動となり、長期にわたる連続4挫をもつものとな勺た.都市の自治体にお

ける選挙権を求めるより実現可能性の高い運動もここに開抽された.また政党

に積極的に関わる、政党参加も行われた。英国女性の政治化である。

l883年に保守党は、同党の卓越した指導者だったディズレーリが愛した桜

草にちなんで、プリムローズ・りーグ (ThePrimrose League)を鯖成した。

この組織によって大衆民主政下の労働者票を取り込もうとしたものであった。

これが成功して保守党の大衆的基還を作りえたのは、主にこれに参加した中晴

及び上流階級のレディたちの会員として¢参加が当初か句認められたからであq

た。事実上、保守党員といえ忍この会員となった多くのレディたちは、戸思訪

問、居住地外に住む有権者との接触、有権者を自分の車(馬)で投票場に選ぶ

こと、資金集めなど¢仕事で大いに頑張ったのであ官。

自由党についてみれば、 1881年に自由党婦メ連合 (WLF)ができ、前年の

自曲目をの分裂にともなう自由銃ーィ覚漏人連合ができている。女性が自由党の党

員になることは、 l8刷年代の始めに認められていたとみbれる.英国女性の

政治多加は、このように草の根レベルでゆっくりと進んだロ婦人参峨績の実現

を期す団体もいくつもお勺たが、 1890年に拡婦人選挙梅協会会霞連合

(NUW同)が出現しているa

ζうした国政および地方政治への女性の参加の要求に対して、 l882年に自

(13) Martin Pugh， The Ms.king of Modern British Politics 186'1-1937 
B.四ilBlack珊 ll，1982， pp.4-5 
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由党政権位、独身女性の戸主投票権を市鶴会〈依田 councils)の返事につい

てのみ認めた(都市自治団体法)。これは、保守党政権下の1飽8年に開設され

た州議会 Ccountycouncils) a:;選挙にも適用されたし、農村地域の教区議会

(pari!lh councils)にも認められた。鱈閣に関わる制限が取り去られただけで

なく、投票権をもっAが遷ばれる彼選挙権は、都市部のタウン・カウンVルと

農村部の教区議会について俗、 1894年の地方自治法で臨められた。自由党政

権の時である。そして同じ自由党政権下の1907年には、「婦人資絡法 (Tho

Qualifiωtion of Women Act)Jによって、婚姻・未婚を間わず、投豪権の

ある女性が州議会またほ都市議会Cborougheouncils)の議員、助役、市長ま
{主的

たは自慢畏になれることにな勺た.

こうした動きは、英医位性の政治参加の要求をもはや無視できなくなった二

大股慣による議会政治の妥協の産物とみることができL タウンやパリシやカ

ウンティのカウンシルへの参加を徐々に偲めることで何とか切り紘けようとし

たものであろう。

しかし、かかる対応策も一時しのぎには効果があったにせよ、根本的解決に

はならなかった。そのことを示現唆する一つの事例が、 1回4年の選考許権に関わ

る改革法案の審議の降、自由党議員から提出された婦人参政権を求める修正案

がもたらした自由党政権の危機状況であo.それはパラに限定されていた戸主

遍移植をカウンティにも適用すo改革法療が、下院の第二議会で340対210の

表決された後の委員会審議際階の特であった。おそらく 5月に入っていたであ

ろう。婦人語参政権を求める修正案がこの委員会審議のある時点で週る可飽性が

あった。これを非常に心配したグラッドストン首相は、院内幹事長(Chief

Whip)に指示して自由党議員に瞥告させた。この修正案が週過すoにせよ、

(14) 英冨女性の独白の政治団体の鋒移や地方自治体からの週樽楢獲得によ各政治容加
の歴史については、 15年位創@筆者@誘易ノートに依拠するが 出所の文隊メそが
欠けているので今のところそれは後自の仕事に回したい。
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との法案体だめに刷、自由党は政権の座から下りることになる、官。

勿論、 ζれだけの言明では議員らは納得しない。グラッドスト Yの真意をみ

せ.説得の言明が続く。「これは提案のメリラトに関する判断を含むものでは

なく、ただその改草法案への導入に関する判断である。私自身砿提案全体の形

とか程度K強く反対するものではないが、それが法案 (theBil1)に組み込ま

れると、上院がそれをく延期する>一つの事例となると思う.そんなリスク
伽}

を背負い込まぬ術は知っているJ.結局、との懸念された修正案は100余の多

数で敗れた。それでも急進派の人で閣内相のディルタ (ClarlesDilk)を含む

政権内の3名が棄権してい私 ζれで国民代表法案は第二読会を通って第3読

会に入り、 6月268、表決なくして下院を通過した。 1861年に第二次改革法

が下院を通過した時と問機に、野党が語放しく反対することはなかうた。

19世紀も後期になると、ノンポー夕日 (nonvoters)であ.女性を見直す

動きが凶てきて若干の是正がなされるようになる。 ζれ位、女性低父や夫が利

益代表者である、知的性格的に政治に向かむい、女が政治に関われば、家庭の

均衡が靴、アナーキーに陥宮、といd 従来の偏見に基づく聞の論理が破

綻しつつ忘ることを示すものである.

ウーマンはすべて既婚女性と同一視されていたというが、成人女性の4分φ

1は1総0年代に来安齢構人 (spina旬，，)か寡姻 {widows}であり、その多くが

資産をもち地方組である閏定資産税 (rate)を納めていた。こういう人々を誰

が代表するのか固また1870年、 14年、B2年@既婚婦人財産所有法によ。て委

たちも結婚した時、自分の財産を夫に筆し出すζとなく所有することが許され

た.とくに1関2年の財産訟によって、一家族 (afamily)が二人の所得受領

(15) Roy Jenkins， op.dt.， p紛2
(16) Ibid.， p.492 
(17) Ibid.， Jlp.492-93 
(18) M.Pugh， op.cit.， p.4.; S. T. MiIler， op.cit，. p.137 
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。働
者および財産噺有者をもつことが認められるに至，た。それでも女は19"年

まで男と同じ条件(岡田)で財産をもてなかっ世というが、財産所有に関す

るこれらの法律の制定は、とりわけ、既婚婦人の社会的地位の大きな変化を示

すものである.女性の独立性が強まり、それにより男性に対する平等性への出

発点と怠るものである。離婚のための特別裁判所を綾けた1867年の婚姻訴訟

法も (TheMatrimonial Cau闘 Act)b，英国女性の自由化への第歩とみ

ることができo.

20世紀に入って1003竿にパンカ スト(EmmelinePankhurst)が、中流

階級婦人を主とする団体だが、人々を鴬かす滋しい行動を繰り広げたことで歴

史に残る婦人社会政治同盟 (WSPU)を結成した。その遮動は従来の女性の運

動と異なり、極めてミリタント~"たので、サヲラジ a ット (Suffrag机悦)

と呼ばれた。 1912年に自由党政権が婦人参政権の法案を通すことに失敗した

ので、このWSPUは、ロンドンで普段しい待動を第一次大破勃発まで続けた。

しかし、この団体参加者も戦中には園の動員政策に協力した。この国の女性が

戦中に国のために尽くした役割は大きかった.そこで、 1918年の国民代表訟

で鈎験以上の女性に選挙権が与えられた巾 10年後に拡21歳以上とな 9て男女

阿梅となる.戦争で紛万もの男子が命を失くしたので女子有権者が男子有権

者を数の上で上回らな〈するために、初代の女子は10年後になったのであ官.

196"年に選挙権は18歳Pよとなる。

しかし、 1918竿の総選挙で女性の候補者は金体の 1%の17人、当選考怯金

MP，の0.1%の1人、戦後8回目の1923年総選挙で候補者が全体の2.4%の34

入、当選管が全舗員のU%の8人となる。第三次大戦前は候梼者カト番多かっ

たのが1929年の69人 (4%)、当選者数の媛大が19刷年の15人 (2.4%)であっ
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官.どの固でもそうだが、女性が政界に入ることは容易ではない。だが1923

俸に当選して臨員とな勺た労働党のポンドフィ ルド (M凶sM. Bondf旭10)

は、労組出身の人だがk翌年初めに成立した最初の労働党政権の労働政務次官

になり、 1'"隼総選当事で成立す率第2次政権で依2年余り労働相を著書めた。

イギリスで初めての女性大程、しかも閥均相である。とにか〈、イギリスで女

性が初めて、治安判事 (J四 ticeof p，純~)に任命されたのが、 1920年、桧定

弁館土 (b，π'iater)にな qたのiJf....1922年であ12.政界では地方議員や市長・
助役にな.人が徐々に増えていく時代である。こうした函からみても、現代史

の序曲とされる館次大戦の頃から、古き伝統に生きる英国もまた新しL晴代

に入ったと言えよう。

館3章 19世紀の政党・選挙と議員・候補者

日本との比較論的復慶

これまでの各章では、英国選者世制度の諸改革をめぐ勺て、参加と平等を望む

人々と伝統を引き継ぐ議会致袷との関わりを捉え、この園の近現代の特質を訟

す政治文化形成の土療となる歴史的側面について概述してきた。

本章及び次掌では、これまで論述した文脈と深く関連づけられるもので、と

りわけ、第2次大戦後の現代イギリスの政治文化の形成と定着にとって極めて

重要なものと位置づけられる、選挙におけあ敬党の公認候補者の趨披

(sel，舵出0')の仕方についてみることにしたい。各d政党における議員候補者の

〈沼) F.W.8. Cl'aig， British ElooWrlll Faets 1865 -197o， Macmill阻.1971， 

".96 
〈お) D. Townson， op.clt.， p留孤
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選抜のなされ方誌、すでに各党の制度としてでき上がっている。それ俗圏の選

挙法、即ち、その時の国民代表法に抵触せず、かっそれを補充すると ζろの、

各政党が独自に作り上げ育んできた制度でああ。その意味合いでこれは規則

(ルール〉と呼ぶほうが馴染みゃすいであろう。このルールは、古くから下院

議員や地方議員、今日では欧州議会議虞の候繍者選綾についてもMが、本意
及ぴ次章では、その典型的なものとして、下院醸員候補者の栂合を[9世紀を

中心にして取り上げることにしたい。

下鴨擁員慢補者の選後

従来、国政選挙に関しては、党首に代表される政党指導部、その政策慎績

及び公約)、選拳キャンペーーシ、選挙結果などについて削と詳細に分析される。

〆ディアもそうしたことを重要視するので、選挙研究ないし週挙分析では、結

局、このような事を対象とするものず婦の呂を見あことになιイギリスの選
挙についても日本の選挙についてもそう言える。も弓とも日本の政党の渇合、

戦後臼本の政党側におげる代表格の白幽民主党と社会党のいずれをみても、同

じ時代の英国の保守党と労働党が有した、洗練された候補者選考制のようなも

の鉱なか勺た。研究ないし輸解の対象にされる機会が余りfよいのも無理はない.

官民閣の党則はこれに一切触れていなL1派閥還合の党組織のあり方からこれ
がごく自然な形だqたのであろうe 参議院選挙の旧全国豆、現比例代表区の候

補者に党外からタレンドや弁慶土など著名な人を起用す容とか、そうした人で

も繋がりのある派闘の領袖の勢力が衰えると、比例区名簿の順位が当選の見込

るのないところに決ま忍、とい勺たことなどによく現われている園

日本社会党規約をみても、貸組織のどこでどのように国会舗員の候補者を決

Cu r主要日湿の政党規約・党員損傷 日本・イギリス・酉独・スヲ畠 F ヂシ j国
立圏全国曾舘調査立法考査局調査資料61-2，1961年の4-14頁の自由民主党党員刊に
よる。
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定するのか、全く見出す己とができな目。この点で自民党と変わりはない.勿

論、両党で"党則ないし党規約とは別に候補者選考の規則を作り、それに基づ

いて将来伎のあ忍優れた政治家を育てようと努力してきたでめろう.ζれにつ

いては、そうしたルールの存在とその適用ないし実績についての事実に基づく

評価がなされねばなるまい。政党制の作り変えを伴う政界再編成が進むH削

年代の今回の日本で己の近過去をふり返り、そこに何かを学ぶことは大切なこ

とである.しかし、今のところ筆者には、その事実を押さえていないので、そ

れはできない。ここでは問題提起だけに止めておきたい。

閏本の場合、いずれかの選挙区で新人としてある政党のよ認候補者として選

抜される過程は、関係者以外の者には全く不週間である。現職代議士であうて

も、政界再編成の中で政党を稜替えし、怠図する遷単区のA認候補となるのも

同様である。決定に関わる日本政治@不透明さ鼠ここにもある.いやζζに始

まるとも言えよう。今はどうか分から低いが、戦後民主主義が宮高に語られた

頃は、派閥傾袖への献金やその他@実利の提供がものを言う時代だーた。その

点では、戦前とさして変わりがなかった。しかし、これは何も特殊日本的ない

し東?ジァ的な慣行で怯低い。民主主義の形成期にあたる19世紀のイギリス

でもみられた選挙政治の慣行であうた。金権政治匂1ωocracy)はどこであれ

存在した時代がある。議会憎の発遣を政党の発達と関連させて考えたヴaーパー

(Me.x Webb町〉鼠、貴族政党から名望家政党をへて組織政党の時代に入q た

政治発展の諸段階を論じ荘。金権政治ほどの段階でもさまざまな形をとって存

在す.ものであるが、プルジ，アーク か政界にお入した名望家政党期性最

盛期とする。大衆民主政に対応する組織政党の時代に入勺ても尾を引く。しか

し、政党が所属する繊貝ゃー般党員に対して統制力のある規律あるものに変わ

(21 向上資斜15-25頁の日本設会党規約応よる。
(3) マヲタス ウ£ パ著、胞圭平訳「峨裁としての政治」岩波文庫、 E略。、 50夏

以下。
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り、かつ金種事政治へ¢厳しい世論が生まれ刊これを抑止する立法がなされるこ

とによーで、しだいに塑6屋していく a 政党におけ.館員候補者がどのようにし

て決定されるかも、後でみるように これと深〈関わっている。

欧米の候補者選綾方式

国会鶴員をはじめ選挙で還ばれる公職の候補者の選抜については、欧米の民

主政治の先進路園の政党は、すでに多世代にわたる歴史をもち定著してしまっ

たとみられるルールを有する。アメリカでは園の元首たる大統領選挙の候補者

は、まず、各政党が金閏50州での予備選挙(プライマリ 、Primary)を終

えた後¢党大会で選出される。党大会は打ち上げのセレモニ であり、本番の

一般投票に向けて、全国民に候補者がメッセージを送るまたと立い機会で忘る。

候補者週定で重要なのは各州におけるプライマリーである。そのやり方は州ご

とに異なるが、古く i立政党幹部会 (caucus)で行われていたのが、党員集会と

なり、今では政党員だけでな〈、登録された政党支持者の有極者を含んで、州

が丘的に行訟うものが増えていo.民主党でも共和党でも大統領曜補者となる

者は、まさしく徹底的に審査されるのでおる。そのため大物政治家の中でも、

大統援候補者にだけはなりたくない、という人が少なくないという。アメリカ

では連邦議会の上院議員や下院議員にな.候補者となる者、州知事や州議会議

員などになる候補者とな答者も、それぞれ選挙区で所属する政党がもともと行

な弓てきたプライマリーのさ危当しを受け包ばならない。

10年余り前まで20人ほどの活動家~I!I!:選挙区勧組織を牛耳り、穂左派の議員

候補者を出すという事例が多発したイギリス労働党でも、アメリカの聞かれた

プライマリ を下院議員候様者を選綾するル ルにしようという声があった。

これまでの慣行からそこまで行くことはないと恩うが、目本の55年体制下の

政党と比滋すれば、イギリスをは包め酉欧清国では、国会議員週挙における公

認候補者の選抜に関する政党のルールが定められてすでに久しい。制度化が進
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んでいるので怠る。むろん、それは幾度かリフォームされてきたものであろう巴

30年余り前にわが国の国会図曾鍍の研究スタッフが、 F主要国の政党規約・

党則集」を調査資料として刊行している。 ζれを見ると、日本では自民党、社

会党、民世覚、共産党のどの党も国会議員候補者の選抜について触れていない

のが、イギリス、西独、スヴ£ーデンの主要な政党との大きな遣いである。イ

ギリスの保守党も労働党も共に、下院観員候補者選定に関わる章を設7ていて、

選挙区党組織の役劃を党本部のそれよりも重要なものとしている。勿論、こと

には細則怯省略されているe西独の場合、連邦制で比例代表併用制をとること

から連邦上下両候議員候補者についても、州議会議員候補者についても、州レ

ベルの政晴による選定が重要なものとなる。 CDU(キリスト教民主連合)で

もSPD(社会民主掛でもそうである.スウェーヂシの国会議員選挙は大選

挙区の比例代表制で行われるが、社会民主党の暢合、地域の党幹部会が選挙区

党員の中から候補者名簿を作成し、絡会にはかり定める.出席した代醗員の少

な〈とも4分の1が名簿に異識が"り、党員投票を求める時は、名籍は党員投

票に付され官。スウエ ヂシ社民党のこうした公職候補者の決定のルルは、

アメリカのプライマワーに近いものとみることができょう。

2 1同世紀美園蘭買の社会的背震

19世紀のイギリス怯、前世紀から続いた議会寡頭制の貴族政治が名望家政

党によるセミポリァーキー¢政治の状態に変わり、それから広大む大衆が選挙

権をもっポリア キ の政治の状態九つまり民主政への政治の発展をみた時代

であーた.政党敬治は、ト り 、ホイヲグの対立から組縄開党に変わった保

守党と自由党の対立となる。そして世紀末には労働運動を基盤にした労働党も

(4) r主要闘の政党規約・党側集」⑩守掲)173-74頁のスヴ ι デン社民流選著書遷動
基本欄時開。



英国の連事制度と政治文化 四1

出現した。緩やかではおるが、注目すべき政治の民主政に向けた発展の時代で

あった。このような政治の発展に伴い、下院諸民にな各人の出身社会基盤職

業などもかなりの変化が生じてくる.また、各政党におけあ議員候補者の選定

の仕方、政党および各候靖者の選挙資金の調違法なども、政党の組織化が進む

につれて変わって〈る。

無投東区の多い温調書

大衆民主政の幕開きとなる18凶年総選挙まで英国総選挙は、至って低翻で

あーた。自由な続争の度合いが低かったのである。ホイッグ党が議会改革を争

点にして戦い、ト リ 党の長期政権を倒して政権の座につ<1飽8年総選考詳

にしてもそうである.この選準で自由な選挙で選ばれた舗員は全体の3分のl

にすぎない。慈揮率がどうこうという以前の問題である。当時、制議席の4

分の8に当たあ487が、大地主である貴族やサー(針。 ocと呼ばれる准貴
族たちの怠のままになる「ポケット選者詳区」であ勺定。 ζれは、第次改革の

1831隼園民代表訟の下に是正されるが、大地主ち旧体制勢力は、次の186"1年

の第二次改革の頃まで社会と政界に大きな彩管カを有していた。その衰退がは勺

きり現われるのは、 18初年代の農業木視からである。アメリ3むの農業の給額

によって国際麓争力で追い抜かれる頃からである。

魁選挙の競争性が低かうたことは、次々頁の表にみあ無役豪区@多さに示さ

れる。 1859年には実に6制に当た.，，，の選挙区が無投票で館員を選出してい

る。次の65年も多いが、 68年の大衆民主政に移行した時から誠少していく。

それでも"年は8分のlの選挙区に楢えたが、その簡の総選挙から半年後の

選考Pであり、しかも解散直前に Jチェンパレシ率いる白血統 党 (Liberal

Unionist Party)が自由党と分裂して生まれ、保守党と遷掌協力関係を作ゥ

，，)犬童一男 r!l-Dツバ政治史 長主政の形成と亀機一一』改訂版、八千代楢阪、
1m、4頁。
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たため、自由党修緯者が123名も減少し定ことによる。この選挙による自由鋭

ー党の下院議席は78であった。 05年も自由党の衰弱ということで説明できる。

なお1旬。年は南アフリカのポーア戦争さ中の戦勝に基づく異常なカーキー選

挙 (Khakielection)であ勺た。

この時代の下院議員になるための選挙は、 1883年腐敗防止法の効果で浄化

されたとはいえ、選者声管理委員会の人件費、事務費までまだ候補者もちだしで、

パラで醐村山"円、カウンテイでもその倍は経くかかっ官。しかも

選挙の時よりも選挙干『鼎の3-5年に選挙区で費やす金拡大きかっ定。だから

たとえ議院入りを切望しても、先ず見込みなき所では出馬しないの均噌で>;る。

当選するにせよ、政権ポストに就かねば、報酬もなL、時代である，今日のイギ

リスの総選挙との著しい相違は、無投票区が1920年代から楯少してきて、 19唯

5-51年に 3-.となり、 19邸年からず勺と零に"，官ととに見出される。少

な〈とも保守・労働の二大政党俗、北アイルランドを除〈全選考再区に候繍者を

擁して戦うようになうた。政党問¢闘争がそれを必要とするようになり、政党

によ.選挙マ永ーダメントが進み、極めて高度に組織された政党選挙の時代に

なった.もはや19世紀的個メ選挙の時代ではない.しかしこの時代の後半に

政党脅理選挙はすでに始まっていた。勿輪、今日と比べると組織性の弱いもの

としてであ<.

なおここで当時の役票率をみると、 1総S年81.2%、"年74.2%、92年77.4

%、街年78.4%、 19ω年7日%、 1醐年創 2%、1910年1月総S措とか怒り

(6) F. W， S， Craig. op ωt.， pp.l-2. 

(7) G.R.S随 rle，The Libeml Party' Triumph and Disint句ration，1拠8

l田.M.剛lIa.n，l'悶， p.70 
(8) 犬重 男 cl崎信徒間湖イギリスの適当解遍勤」神戸法学遂事報第5号(1鑓9)、幻5

問買を参照.

(9) F. W. S. eraig， op.cit.， p.l04 
(10) lbid.， p.75 
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高い。戦闘期より高く、戦後と肩を並べるといった投票率の推量でゐι これ
は制限週挙制の下で選挙民の政治関心が割合高かったというととと、小選掌区

制の下でキャンパスその他の人対人の選挙運動が徹底的に行なわれたζとの、

いわゆる政党組織選考棋の効果とみることができる.党組織選挙といっても、勿

論k候補者がその主役である。これは脅も今も変わりない。ただ資金の出回や

組織のあり方が犬きく変わったのである。

表英国総選撃の無投男選挙醤 1832-1910年波

選 理挙区総数 黒区数 a提 定
1831 401 124 658 
1飴5 401 1" 6o. 
1837 401 150 65' 
1841 401 'l7 65. 
1847 船。 幻6 ，56(1) 
185' s99 170 6"'" 
国 7 3鈎 219 '" 1鈎9 30附 240 '" lS邸 401 194 6騎⑧
"闘 420 140 6関
1874 41' 122 飴2⑧
1筏. 41' m 657 

"騎 ..， 39 6初⑤

1"" 643 辺" 67( 

1'~ 643 60 670 

1"" '43 1B5 670 
lS∞ ..， 2M 670 

註① 1844年に定激2の Sudbury区が腐敗選挙のため代表選出梅を失くしたこ
とによる。② 1852年に定数2の StAlbana区も代表選出縮を失〈したことに
よる。③ 1861年1': Sou'油 Lanc!l油~と臨時開head に各 1 、 W飴t
Riding of Yo出aに2、磯席が付加古れたことで651となる。⑥lS87年の改奪
法M定数民.としたが、 1870-年に Beverley(l犠席2)、 Brid~watar (閑2)、
Sligo (閑1λCast叫〈同1)が代表権を識調修された.腐敗ゆえにである。そ
こで言動席飽銀側2となる。⑤織席再配分法lS7併手による。
様 C.Cook and B. Ke込山， B凶位shHi戚oricalFac個 1830-1筑lO， pp.138 
43に縄るa

(11) Ibid.， p.75-77 
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下院陪員の社会的背景

19世紀の英国では、下院議員になる人とか大医ポストにつ〈人保、相当低

資産をもっ人でなげればならなかったo 1857年まで候補者になる財産資格も

，"，た。だからζの国では貴族ないし准貴族とその子第、彼らは大地主であ忍

が、資産においてその仲間入りができる商工業渚とその子弟忽どが、上沈滞級

を形づ〈り、政治階級なるものを形成していた。 19世紀後半から2Q世紀初頭

にかけての下院議員の構成を出自ないし社会的基盤についてみれば、これがはっ

きりする.またその議国有脅威の時系列でみたかなりの変化は、この時期におけ

るイギリスの経済、社会、政治め変容を物語るものである。

米国同イギリス政治研究者であQ S.H.ピーア教授によれば、 1鉛5年に下院

に選出された保守党離員加8人中、収入憶が地主である者199、金融・工業・

商業潤速が112でめった。 18四年にずよると島由統覚を含めた議員315中、地

主163-財・工・商関描298と逆転した。自由党議員についてみると、 18崎年

に議員3ω 中 237が越庄、 344が財工3商関瞳であったが、 189~年には復員27 中'.

地主弘、財工商が297となる.後者の誠少は新しい富の代表たあ者が保守党議
ロ

員となつたことによる。なおここに挙げた議員の1事利F阿j害関係}はま、必ずしもどれか

}つではなく軍複していることが多い。

こ乙でいう地主(Landowne悶〉位、 1∞エーカーから 1，0∞ェーカ までの

土地繭者である。貴族や醐同u醐)となるとそれ以よであ官。 1エー

カ は日本の4段余りだかり100エカ は、 40町歩(12万坪)をこえる。

1，ω。エーカーで4ω町歩 (120方坪〉となる。当時イギリスでは1∞エ カ

未満の土地所有者をラシドオーナーズと呼ぱずスモールホルダーズ

CSmaUholders)と呼んだ。 1エーカー未精の者をコテッジズ(白"'<絹)と

呼んでいる。千坪ぐらいの土地付きの家に住む人たちだが、決して小屋といっ

h
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たものでない、きちんとした刷荘のようないい家に住む人たちで各る。

英国の政治史研究者である M ピaーは、ヴィタトリア時代後期に下院議

員の社会制構成が着実に褒ったとして、 1船路年から 1910年にわたる変容に注

目している。この聞に地主は保守党議員の中で鉛%から 26%に落ち、産業お

よび商業を生計手段とする者101.31%から53%に増えた。自由党議員の中で依

地主が26%から 7%に落ち、商工業が関%からω%に増えた。 方、法律家

や倒の専中守鳴の議員が、保守党で!i9%から12%へ、自歯党では17%から23
，.， 

%へ増えている.弁陵士 (barr叫町， $olicitor)が自由党政権 (1卯6-15)か

ら注目をひく存在となる。ピaーの分析で金融関係との議員のつながりが省か

れているのは、地主議員の多〈が財界との関係を有す墨からであ'0だからそ
の分析はより実体を捉えるものになる。

3 面台家と選挙区および政党組総

19世紀のイギリスは、第2次選挙改革後になーでもなお、世襲貴族や准貴

族の地主たちが、いくつもの選挙区篠席を左右しうるパトロンであった。そう

した醐糊酎るのは、初聞に人相であ官。 1醐年に選出された下院

醗員¢中でも自由党31入、保守党問人のB4入、全体の13%弱がパトロシ付き

の選挙区から出ていゑパトロンに依醐も砲も看板も制ので、その一族郎

党が選者院に出て議員になるのは容易であヲた占無投票区が多かったのも、こう

した選挙区が多か勺たととにもよ名。また貴族社会ないし上競社会に腐す.政

界入りを目指す者は、 30織になる前の若さで下院磁員となれたが、ピジネス
血マ}

マンなどの場合、 50畿になってからであーた。

α4) M. Pugh， op.cit.， p.ZO 
α5) H. J. Hanharn， op.cit" p.405 
α6) Ibid.， p.412 
αの M.Pugh， op.αt.， p.44 



'" 
神戸法学隼報第12号(1996)

貧族的家系の出でない後者のような人々やその子息らで政治家にな旬たい者

が、どのようにして、ある特定の選挙区で政党のA認候補者にな勺て出罵し、

議会入りできたかは、名望家政党から組織政党に政党が変って行った時代のイ

ギリス政治研究において看過ごされるべきことではない。

こ¢問題については、グラヲドストン (W.E. GladstoQo叫を中心に彼の父、

兄弟、息子たちの三代にわたる6人が下院議員となーた政治的家系の事例を本

節及ぴ以下の各節でみることにした。

グラッドストシの父、サ ・ジ言ン(sirJohn Gladstone， 17飽 1851) 

は、リヴァプールでの貿易商を営み、一代で吉富を築いた人である。リゲァプ

ルでは1関エーカーの土地付きの邸宅に住んだ。 ζれは偉くなった束の息子に

残すが、晩年はスコットランドのファスタ (Fasque)に200エーカーの土地付

きの邸宅を手に入れ主にそこで暮らしたa彼の資産は増え続け、 1850年に怯

75万ポンド(今の3，750万ポンド)に達した.しかし、上前社会に入るに怯資

産だけでな〈子息の教育が必要であーた。そこでジョンは、長男トマス

〈由。m~)、次男ロパート CRobert)、三男ク a ン・ニールソシ(John N，凶"''''、

四男ウィリアム・ェワ トをロン Vン近郊拍バプリヲタスクールの名門イ ト

ン校に入学させた固上流社会@ための特権的教育がなされる学校である。

父夕日シに政界入りの憶が持ち込まれるのは、グラヲドストンがまだ3畿の

1812年、トーリ 党の政治家キャニシグ (GeorgeCa.nning)が、リヴァプー

ルの家に来訪し、この地での立候補をジ冨ンに求めた時であo.ホイッグ蟻員

プルアム(JL開LryBrougbam)を落とせ、というととだ勺た。でもリザァ

プルのト リー党には出馬を拒絶きれ、ラシカスタ で立候補して議院入り

した園 1818年、彼が54歳の時である。それから1820年、マールパラ公(Duke

of Marlborough)からウッドストック (W∞占.ocklでの「立候補権Jを

877ポンドで買ってそこで議席を確保できた。当時は安い買い物だったという。

しかし、 182S年に拡その更新ならず、ペリック〈勘開ick)に移り当選したも
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のの、買収など腐敗が自に余ったとして、当選無効の訴訟が起ζされ、議席を

失くした。その後1お7年にダンディ(Dund齢〉で惨敗した後、 77歳の41年も

スコットラン Vで公認を求めて動〈が、実ることはなか勺た。 9年の議員歴だ

が、それは不名誉なもので終qた.それでも 1846年、ピール内閣の叙勲で准

男爵の爵位を得、サー ジaン・グラッドストンとは各が、 ζれはその時すで

によ位¢閣僚であーた息子ウィリアムへのリップサービスであっ官。

ジーンの息子4人の中で議院入りしなかったのは、父の本撲を継いだ次男ロ

パ トだけで忘勺た占長男トマス〈愛称トム)は1"附年にケントで出馬して
当選したが、 8均月後に選考勾斥訟で敗れ議席を失う.腐敗行為ゆえである。

IB32年総選挙では、アイルランドのボルタリングトン(IriahM泊1岨，d

borQugh of Portaliogtowに移qて当選したが、 35年総選挙ではレスタ

(LeicBrt官)に移って当選した。だが次の37年、国王(主権者〉の逝去に伴う

解散総選挙で議席を失ーた.そして 41年総遍挙ではピ タ パラ

(PBter加rough)で出馬、蕗還する。翌年の補欠選挙で返り咲いたが、それも

東の肱腐敗選挙曜を鑓し、選挙訴訟が起とされ失格した古。父の場合と司

様、金はいくら費やしてもどうにもなら岱いものがあったのであろう。とにか

〈これで、トマスの議開歴は短くして終った。

もう 人の見ジョン ニ司ルソンは、グラッドストンより 3歳上だが、イー

トン校を出てポーツマスの海軍兵学校(RoyalNBV~心白llege) に入り海軍士

宮となったが、単く退官して半生を議会政治に関わ勺て過ごした。父や見と同

じくト リ 党で一貫している。彼は1841等三、ウォ ルソル (WalsalD区

の補選で当選して議会入りしたが、同年の総選考長で議席を失い、 42年のイプ

スウィッチ(Ipswich)の補題で当週、次の47年総選挙で落選するまで同区沼

(HI) W. E. Gladstoneの父の履歴のありまし路、 RoyJenkin恥 op.cit.，pp.4-7 
によるa
(19) Tom Gl..dstonoについては、 Ibid.】 p.3?
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出様員であ勺た。その後1852年総選挙では自分の住む州のデゲィゾズ

(Devu剖〉区で候補者に採用されて出馬し、当選、 1飴3年に死去するまで11

竿閑 ζの選挙区選出議員であうた。 1857年と59年の総温挙でもここで生き延

びることができた.議員歴16年もあ官。父や兄よりもずっと立派な政治歴で

ある。安定した選挙区をもちえたことが注目されよう。

グラ ν ドストンの父~兄たちが出馬した遷拳区は、英選挙史上に残忍パトロ

ンの握る所か腐敗区である.金のかかる所であO.父が員初に当選したランカ

スターは、 1泌4年まで腐敗市為のひどい所であ勺た。ニールソンが出馬した

ウオールソールとイプスウィヲチは、腐敗傍止法俸定(1883)以後も腐敗予為

が続いた選挙区である。父のニ番目のウッドストック、兄のトマスのボルタリ

ングトンやピ タ パラも、貴族のパトロンが担っていた区であった。ヱエ ル

ソンのデずィジズとトマスのレスタ は、そのいずれでもなかったようである固

それにせよ、折角苦労して議席を手に入れても、その選挙区に収まZることな

く、次ぎつぎに園替えしたのは何故か。パトロンが握る所では、パトロシとそ

の配下にあ"遷掌対策¢党組編誌との折り合いがつかないことにあろう。そうで

ない所では、保守党選挙区協会という自治的曲織の人々と候補者ないし下院議

員との関係の善し悪しの問題であろう。

4 グラッドストンの選挙区週歴

大政治家の生成

W. E.グラッドストンはイートシ授からオックスフォード大学のクライス

ト・チ+ーテ (Christ由 urch) に進み、 1831年東の最終試験で人文学

(Lite汀aeHwnanior錨)と数学が ，，，クラス、即ち、ダブルファーストを記

(00) John Nei1凶nG1adsω 時についてもIbid.，P釘
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録した。イートン校時喰から兄たちと位進いラテン穏がよくできた.大学では

学生会 (Oxf，σrdUnion)のり ダ格であり、トーり一派の保守''l'l書者であっ

た.彼が卒業後の進路に選んだのは政世家になることであった。卒業してすぐ

兄品ールソンと 6，~ものヨ ロッ岬桁に出かけた。その凪父ジョンに九日

カースル公からノッティンガム州パラのユzーアーク抑制.，地0で彼を候補者

として後援したいという申し出があうた.選者世費の半分鼠父クョンが出すとい

う、パトロンの侯爵としては寛大な取り決めであった。有権者1，6個人の区だ
加〉

が、 2千ポンド〈今の10万ポン円かかり、父がその半分負担したことになる。

総選者芦の投票は1回2年12月に行われるが、 2名区で2議席を3候補者が争

う戦いであった。パトロンの侯爵も決して金能でなかーた。グラッドストンの

人並みでなしゅ油、雄弁がものを言うたのであろう。鎗呆はトヲプの881頭、

二位が7細票、次点が726粟であったo 2名連記制でめり、トーリー党の2人

が当選、ホイヲグ党が落選したかくしてウイワアムはn践の若さで議会に

入る。これから延ぺ62俸の長老にわたる下院議員生活が始まる.

この選挙区でグラッドストシは、 1飽S年と37年の総選参では対立候備なく

当選、 41年は再びトップ当還をなし、ピール内閣の商務院副総裁(1841-43)、

同総裁(1848-45)、植民絹(1845-46)と政治家の階段をよがる。しかし、

穀物法廃止をホイッグ党議員たちを取り込んで行うたピ ル派にいたため、彼

は45年12月末の植民相への舵任が元で議席を翌年に入って間もなく失う ζと

になる四回世紀初めの?ン女主時代からの大臣再選制によるものである。犬

臣は圏王が任命するものであり、利得のある官聴くprofitablepoet)だから、

改めて選挙民から選ばれるべきだという制度である。グラッドストシは商際融

総裁に任ぜられた時、これを経践したが、難なくパスしたらニューアークでは

問題伝かーた。しかし、今度は違う。ユュ カ スル公は、強硬な保建主義者

(21) Roy Jenkins， op.cit.， pp.2Il-27 
"ゆ Ibid.，pp.34-35 
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であり、ピール派と対立していた.彼@父ジョンも保護主護者で息子と関係が

副包していた。ワィ')アムがニぷーアークで額りにしていた主な支持者たちも

別D候補者に移ってしまっ言。般物法をめぐ忍保守党の内部対立と分裂、 ζれ

でグラッドストンは[2年もの越員生活の基盤となったユューア ク区を失っ

た。再選されるの俗、そこでなくてもよか勺たので、懸命に探したが、結局、

断念して議席なし@開僚を半年務めた後、内閣総辞職とはるe

大学選考書区での立候補

その翌年の47年夏、総選挙が行われるがま、グラヲドストンは母校のオック

スフォード大学選者惨区〈定数2lで立候補した。 ζζの大学本業生が居住する

選挙区の他に選挙権を有する、特権的選挙区であo.ケシプリック大とダプリ

ン大も周じく定数2の大学選挙区を与えられていた。 1868年に怯ロンドン大、

エヂィンパヲ大、グラスゴ大に各1識曜が付与されるが、それ以前"オック

スプリザダとダプリンのみの6掛席しかなかっ官。こうした選挙区でも卒業生

なら誰でも立候補できるというものではなかった。大学内に確たる候補者指名

をする人がいなければならなかうた。それに才ヲクスフォードは極めて保守的

であった。聖職者も多かった。父親がグラッドストンのえよりも絡摘な商人で

あったロパ ト・ピ ルも、 ζの大学をダプルファーストで出てグラッドスト

ンが生まれた1ω9年にMPになり、この大学選挙区で選出された時期も10年

(l817-28うある。しかし、ピールはカトリック敬徒への審査律を解いたりペ

ラル派だ勺たために、ここで落選し免

グラヲドストンは、ローマ法王の数権伸唖に抗する論文を著すなど、極めて

宗教的国治家とみなされた偲面があった.その頃は、保守主義の政治家である

ことを錐も疑わなかったであろう。ト リ 党とは穀物法で分裂したが、まだ

〈忽1) lbid.， pp.Bl 筒
(24) C. Cook and B. Keith， Briφ羽hPolitical Facts. 183(l-1(l∞p.l23 
(25) Roy Jenkins， op.cit.， p.8'l 
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自由党に入ったわげでもなく、ピール派という論演グル プをなしていただけ

である。オックスフォード大学区では現職 2名中uが引退して、現職 1人と
グラッドストヘそれに非菌数派の人の3人で2議席を争う遺書院となヲうた。 2

名速記投票で忘る。選挙人は全国各地からやうてくる。選挙(役豪)"'"'はお

そらく 1逗弘司はあったのだろう。現職1，7'ω、グラッドストン991、落選者'24
という扇が出て、彼は議席を取り戻せ官。これ以後、 1865年総選挙で落選す

るまで彼は、関年代の3困の総選挙をここで物にし、生き延びえた。この選

挙区は彼の政治生命たる醗庸を11年も守勺てくれたのである。しかも注目す

べきことは、ここでは他の普通の選考例区と異なり腐敗行為などな〈、余り金は

掛からなかったというB ただいろんなことで顔だししなければならないことが

多く、それが煩わしかったという。

重複立候補による譜U痛の効用

グラッドストンが1865年夏の総選挙でオッタスフ才一ド大学選挙区で落選

したのは、蔵相在任中であった.その原因は、この選挙から郵便投票 (pωw

'"十ing)が初めて導入され、大学から遠くに住むZ事業生の投票者が敵増したこ
とと共に、彼が自由党政権の下院指導者となヲでとうた')ベラルな政策が災い

した。地方に住む牧師など保守派の裂駿者たちが選撃にど勺と盆加したことで、

オックスフ才一ドに住む大学人が主だったそれまでとは変ったのである.グラッ

ドストンは1，724票もとったのに落ちた。 1位は3，236凡 2位は1，904票であ勺
仰 3

た。 7月11日これが碕定した.しかし彼は、自宅のあるハ ドンからそう速

くない、間ランカ γア (SouthL阻 ωshire)区でも立候補していたので、す

ぐにそとに赴き選挙運動に入勺た。

この選挙区はリグ7プールからマンチ晶スターにわたる3名区だった。自由

(26) 】bid.，p.89 
αηlbid.， p.ztil 
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党下院指導者に万が一のことを考慮して用意された重複立候補であった。翌日、

18日午後、マンチ.スターで6，∞Dの人々に、同日夕方、リヴァプ ルで

5，0ωの人々に彼は演説した.移しい民衆に直緩損腕するととは、オックスフ才一

ド大などではなかうたことである。その結果は7月初日、 3位当選だっ官.

次期総選挙は保守党ディズレ .)内聞の下、 1船8年11月に行われる。選本

区制改革でランカνァの湾与猛は改編され、グラッドストシはマンチ孟スタ

を除いたカウンティ(郡田3の人口35万、有権者2方の南西ランカシア (2名

区)で立候補した。しかし、アイルランドとの利容関係の深いとの地方で、 7

イルランド¢国教会廃止とか教育改革という彼の政策が祭って、第3位で惜敗

しむ 4位も自由党であっ官。

この選挙では自由党が保守党に100議席差で大騰した。でも首相となるべき

下院指導者が議席を失くしては、と案じた与党院内幹事長〈白iefWhip)の

プランド (HenryB陪，d)が、ロンドンのグリニッチの自由党に手配して、

そこでもグラッドストン姐候補させてい官a ことも2名区だっ""、一度も

防れなかったのに2位で当選していた， 1位は自由党の市会議員、 3、4位は

保守党であっ7t.ζれから11年、彼はグリユヲチの自由党員でもあった，そ
れはまさかの時の安全弁でもあったが、現在の1990年代の四本でも制度化さ

れている重被立候補は、イギリスではずうと普からあり、今日で"行なわれて

いむいが法制上依存続している制度である.

しかし筑世相の現代では、政党の組織化が進み、こんなことが出来るなん

でまず考えられ伝いが、重複立候補を禁止す忍という法律は今のイギリスにも

ない。ニ箇回以上で当選した際、その中の つをとり他は静過するという規定

はある.ダブルであれトリプルであれ、いくつもの選挙区で同じ時期に立候補

i悶)刷 m
29) Ibid.， pp.281 
C羽) H. J. Hanham， op.cit.， p.291 
(31) Roy Jenk泊s，op，cit.， p.288 
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しても機わなかヲたの位、 19世紀のフランスだが、ルイ・ナポレオン・ポナ

バルトが、これを利用して大統領の座につき権力を握って帝政を樹立したこと

や、第三共和制「下でプーラシジ品将軍もこれによ令て勢力を伸ばL ク ヂタ

を企てたプーランジェ事件で、 188ゅ年7月フランスは、現役軍人および官織

に~る者の立候補と共にこれを祭止した。現在、この制度角川子われているのは、

小選挙区制と比例代表者制の併周期をとるドイツと併立制をとるイタリアおよ

び日本などである。なお、イギリスにおける重複立候舗と重複当選のー番新し

い事例は、 1918年総選撃の時のシンフ」民ン覚 (SinnFein)の4候補である。

その中に初代大統領となるデ・グァレラ(E.de Valera) もいたが、彼bば

当選したのに酷材、議員にならなかっ官。独掴を目指したからである.

グラッドストンは、ロンドンのグリエッチで選出された議員となり、保守党

のディズレーリ内閣に代わる自由党内閣を事いることになった。勿論、再選挙

のみそぎも無事にすませた。しかし、彼は再む南西ランカシア区で出馬しよう

と恩わなかった。また、グリユッチを含めてロンドンとその立国も好まなか勺

た。だが気に合う所を自分の地銀とすることは、首相級の政治家といえども容

易なことではなかった。選挙直党は自律性あり、党首の指示で自分たちの議員

を取り替えたりするようなもので怯なかった.保守党でも同じである.そこで

グラッドストンは、次の総遁挙 (1874)もグ'Jニッチ選出銭員となる。だがk

どうにか当選できたという不本意削戎湘であうた。 2名区連記投票で1位は酒

造業者(gin-maker)で35歳の保守党候補6，1劉票、 2位がグラッドスト γ

5，968且 8位の保守党員がそれより伺O少なく、 4位の自由党員はさらに8∞
" 少なかった。

グラッドストンは、 ζのグリユッチで1871年歌、屋外大集会で演説したし、

総選者院の崎、降りしきる雨の中、 5∞0から15∞0という聴衆に演説をした.

(32) F. W. S. C~aig ， op.cit" p，10 
(33) Roy Jenkins， 01' 酬， pp.376-78. 
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自分の選挙区だげでなくゥーリヲチ (W∞lwich) やニ品ークロス (N~

α醐)でも、移しい公衆の前で演説し控。その後、彼の騨区はヱディンパ
ラのミッドロジアン (Mid!othiaruに定ま'0エディンパラの人である畠由
党政治家ローズペリ伯 (Rosebery，EarI)の尽力によるものであった。ロ

ズペリ位、グラッドストンの下で外相(1886，1鈎2-92)を務め、彼の引退後

に首相 (189唯一95)となる。ミッドロジアン区陰、エディンパラの郡古都(，むウ

ンテけの人口総酬の1名置である。こ ζ はグラッドストンによく合う選

挙区となる。彼は1関1O:$...85年、 86年、"年の総選者院で自分の議席を確保で

きた。 15年にもわたるe

5 人民復曝型リーダーと政党翠議

1870年代に引き続くこの時期のグラッドストンが注目されるの俗、世界で

も新しいタイプの民主政治の手法の創出であ否。それはただ政治家が自己の議

席確保に汲々とするのではなく、 7みさんとする国政上の政策由課題を全国の有権

者に向けて語り、自己の所信を表明す.ことであった。そのために何千あ忍い

は万をこえる人々の前で大槌院を行なq たのである。 ζれは新闘で全国にその

内容が伝えられた。何十万部ものバンフレヲトも彼自身が執筆して幽されてい

る.

1880年総選考障に向けてグラッドストンが1876年から行なった運動は、 1879

年末の遊降、 ミツドロジアン・キャンペーンに到達したものとして知られるが、

それはまさし〈新しい裂の選挙運動の毘闘であった。との時彼依、正式には野

党の党首では低かったo 1875年に党首の座を障りてハ ティングトン

ffiartington， Marqui腿，f)に議うていた。しかし、エヂィンパラでの当選

(34) Ibid.， p.377 
(3l.i) C. Cook and B. Keith， op.cit.， p.121 
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を期す彼の運動は、自由党のナジヲナルな連動の観を呈していた。誰しも事実

上の党首をグラヲドストンと目したのである。この「党曾』の選挙運動が、彼

の演説を聴いた人々や新聞を通して、全有権者を対象にしたかのようになった

のである。

後がこの時期(1876-80)に輸じた主たることは、外交問題であった。ヂィ

ズレーリ内閣@帯留主義滋賀を批判するものだった.東方問題主キプロス獲紘

スエズ運河機をめぐる対エジプト政策、南阿のズ ルやアフガニユスタシへの帝

匡世事輯争などであったが、 香りりを込めて熱情的民人々に訴えたのは、パル
働

力ンをめぐる東方問題であ否。有権者であろうとなかろうと、民衆に向けて大

きくナピールし説得を試みる彼の政治逮動は、このlB76年から途切れな〈引

き続〈ものとなる。次の総選挙に向けてのものとしてであうた。 1齢8年総選

挙に向げでも、アイルラン V圏教会廃止、教育改革などでこのような型の翠動

があったが、それは74歪李総選挙では再現しなかった。だが、 76年のバルカン

問題治人シリアスなキリスト教鋒であるグラッドストンのA止を捉えた。当時、

ロシアの南下政策に対す6トルコ帝国の争いで、プルガリアが犠牲になった。

イスラム教徒のトルコ軍によヲてブルガリアのキリスト教徒12，000人が殺さ

れるという事窟が生じて。 ζれをヂィズレ リの英国政府は、皮露観之政策か

ら問題にしなか勺た。グラッドストン怯ζれについて小冊子を執筆して2J)万

部も発行し、トルコを遭難しキリスト教社会の価値を説いた。さらに76隼7

月末下院で2時間もの演説を行なっ官。

英国の帝圃主義政策をめぐるディズレーリ対グラ νドストンの対立は、この

時羽に極めて険しいものとなうた。 1879年2月に日旺日午後、ロンドン市内

で2度も反グラッドストン示晴行動(デモ〉があり、初聞は彼の自宅の窓が場
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されたし、 2度目は務馬警官ちに守られてキャプ(馬車)で逃げ出すという始

末であう空白このようなことは、イングランド北部の都市やスヨットランドの

大都市では起らなかっ官という。前年11月、グラッドストンは伝統あるグラ

スゴー大学総長翠 (therecωrship)で、保守党内閣の蔵相であったノースコー

ト帥affQrdNorth∞旬)を大差で恥て遅ばれてい宮.乙うした経嗣恥

て政治M的暴徒に襲われた翌三月、彼は二度とグリふッチでは出馬しないと公言

し、') ズ (L99d.凶の党組織からの強い立候補要請を受跨した。有権者

伺!蜘の自由党の安全議席であ宮.グラッドスト Yの伝記を奮いたロィ・ h

ンキシズによると、ロンドン及びその周辺とスコットランドやイングランド"

部の都市との民衆の政治文化の違いは、現代でもここに触れたものと共通す忍

ものがあるという。ぞれ怯、 1剥2年のフaークランド紛争における民衆の熱

狂皮の温度差にもみbれ忍というのである。

ここでグラッドストンめミヲドロジアン・キャンペーンの展開に移そう。

187~年 11月 24 日、')ヴァプ ルからエディンパラへの汽車に乗った彼は途中

三つの駅で下車して駅頭での演説をした。カ ライルで5刷、ハワイック

(Hawick)で4，OOC、ガラシールズ (Galashie1s)で8，∞0の人々に向けてであ

ゑこれは、アメリカ大統領選挙の過程で今日非常に重要視されている聞の

原型的なものに入る.どちらが先か、それは筆者にはいま分からない。ヱヂィ

ンパラでは会雌所(A，臨油lyR∞m，)で2，図。、綾物取引所白alkeith

Corn E玄change)で3，500 西コ ルダ (WM忠Calder)会議所で3，問。、 z

ディシバラ穀物取引所で5周 0という会衆に演説した。ウェイバリ・マーケッ

トCWaverleyMarket)では実に20，∞oもの労働者男女に東方問題について

5
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演説した。会衆はこ訟の市民だけでなく、スコットランド各地からやョて来た

人々であっ官。グラッドストンは社会的には保守主義者だが、政裕でほ階級を

緋した.政治家は大衆 (m醐日)と接する、大衆と語り合うので~るとした.

ヴィクトリア女王は、グラフドストンがこのように民衆の中に入る政治を忌み

嫌ヲた。それまでこんな政治指導者はいなか勺たのである。しかし、グラッド

ストンは、マックス・ウ zーパーが「職業としての政治」で述べるように、組

織政党酬のカリスマ間有する人民投票型の政治指導者となっ君。そして彼

の斬新忽週挙戦の展開が、自由党を近代的岨織政党にするのι寄与したという。

それは、より多くのパ ティ・ワ カ ズを必要としたからであ官。

1鉛O字選挙で自由党は大勝した。ディズレ←リ内簡は辞任した。グィクト

リア女王肱グラッドストンを首相に任命したくなか勺たが、も怯や如何ともし

難い状況でおり、抗え抱かヲたゐ彼iまこの選挙から1895年6月に議会から引

退するまでミッドロタアン区選出の議員と怠勺た。

e グラッドストン.，の三代目

W. E グラッドストンは1839年、北ウ孟 ルズのハ ドンの大地主で議員

でもあ勺たサ ・グ.)ン (Sir Stephen Glynn叫の株ネャサリン

(Catherline)と結婚、息子4人と援3人を育てた.息子たち怯皆父と同じ上

流措緬の特悔的な教育を受けたゐ末娘のヘレン (H916:叫も大学を出てケンプ

.Jッジ大の教師になった.グラッドストンの本拠勉はこのハードンの旧グりン

邸となる。 7，000エ円カーの土地も唱がて彼のものとなる。

4人の息子の中で政治家になったの'"長男ウィリアム αNillyと呼ばれ

(4() Ibid.， pp.424-25 
(45) M ウ兵パ、前掲轡。
(46) H.J. Hanha血， op.Cω ， pp.378-79 
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た〉と末のハーパート・ジョシ (HerbertJohn， 1854生〉の二人であ'0両
親の家系に政治家が多いという血縁ゆえであろラ。次男ステ プy

(s旬p恥淵)はハードンの教区牧師 (rector)にな勺た。園から俸給をもらう身

である，兄ワィりーが早残した(1891)のでステープシがハ ドンの財産を相

続し官。ヨヘンり ・ネヴィル (HenryNevilla川、祖父ジョンと伯父E

パ トの血を引き継ぎ商人となり、インドで成功した。

政界入りするこ人の息子についてみよう.オ ルソウルズ〈必1'0叫心で

学んだワィリーは、オヲクスフ>1--f-'に残りオ ルソウルズの7孟ロ Vップ

(特'.'iJ1J研究員の地位〉を目指していた巴しかし、人文学課程 (G，鈍凶でセカ

ンドクラス、法簿摩史でサ ドクラスでそれも叶わず政界に入る。卒業して

3年後の1総S年、ハードンに近い人口2万のチ品スタ (ι古舘，~)で出馬し

て下院鶏員と怒る。選挙費用2.0叩ポンドは父親が出し宮ロこのパラ選挙哩チ品

スターは、 hストミンスター僻パトロンで腐醐挙区hZ:同嗣自由
党だった。たまたまこの2名匡で空席があ勺て悶侯とウィリーの父とで話がつ

いたとみえる。でも次の1邸8字選挙でウィり は、北ヨークシアの1名区ワ

イトピィ (Whitby)に移うて議席を品写し官.そして第 1次グヲリストン

内閣で大蔵初級相 (JllDエ.orLds of Treasury)の地位についた。 1874年選挙

でどうだヲたか定かでないが、 18関年には東ウスターシア (East

w"醐"四国)から選出さ免でもウィリ ¢政治生命は、<"ほど恵まれ
たものではなか令た。 1飽5年でもはや銚戦すあことなく議会を能れる。アイ

ルラ y ド自治の問題では、父の政策とも対立していた。

ハーパ トはイードン授からオヲクスフ看-，大のユユパシティ カレッジ

(47) Roy Jenkins， op.t批 p.627
(48) Jbid.， p.245 
(49) H. J. Hanham， op.cit.， pp，281，必9
(50) Roy Jenkins， op.cit.， pp.M6， 434 
(5U Ibiι" 必4.; H. J. Hanham， op.cι" 秘主
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で学んだ。そこでの成績は台奥学 (Cla曲~)で兄たちより下のサ ドクラス

だ弔たが、近代史に切り換えたらファーストクラスの成後だったB とれで新股

のカレヲグ CKeble白 11，..)の教職につくこともできたのだが、父は近代史

学は人文学 (Lil.erllωHumaniores)と等価でないとみてハ バ トを政界入

'" りさせた。その阪に狂いが誌かったこと依やがて分かる。ハ バ トはl'刷
年総週事で')ーズ(l調d，)で出馬して当選したのだが、そこには父の重複立

候補と重複当週が、この選挙区とハーパートに及ぼした複雑な事情があった。

ハーパートは2名区のミドルセックス(Middlas飽)の自由党候補者だ勺た

が、そこでは再審還した。彼の父はミッドロジ?ンで当選し、り』ズでも圧倒的

強さを示し当選した。人ロの多い') ズは3名区であり、自由党が強か勺た。

息子の務還を聞いたグラッドストシは、直ぐに')ーズを放棄して息子を推し、

ミッドロダアンの議員と伝った。そこでリーズ自由党はやむな〈ハーパートを

補選候補者に選定した。彼は対立候補なく当還した父の身代わりとも言える

が、彼は以後1910年まで叩隼にもわたり、この選挙区から遍出された MPで

あ勺たeここの自由党掴織との相互の関係もよかったので畠ろう。 25歳で議

院入りしてこれほど長〈同じ選挙区から選ばれ.ことは、大富豪のパトロシの

息子らを除けば、滋多になか勺たととである.しかし、パ ミンガムのジ置セ

フ・チ品ンパレンやウェ ルズのロイド・ジaージのような新しいタイプの政

治家が出てきて、選挙基盤を固める組織化の時代に入勺てきた。この両者とも

に自分の選挙区ゃ近い同ーグループの選第区党つ〈旬を進め、長〈安定した選

挙区を有した先駆的政治家でおる。チ a ンパレシ以来、とのような傾向が生じ

たという。

ハーパートは、父親の威光もあろうが、とにかく、こうした政治文化の変化

のみえる時期に政界に入り、自由党政権のポストも次官級から箸実に積み上げ、

(52) R.Jonkins， op.cit.， p鈎4
(53) Ibid.， pp.422，434 ; H. J. Hanham， op 比.pp.l28-29 
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自由党院内幹事長(Chief、羽岬.，ω0-05)、内相'"相5-10)、南アフリカ
総督 (1910-14)を溜めた。最も政治家としての才能があったグラヲドストン

の跡継ぎであった。ハーパートは1910年子爵に叙せられ、 1930年に残する.

伎の息子や娘、 W.E グラヲドストンの孫や曾孫たちの中に、この政治家系

の4代目ないしS代自に政治家が出たという話はまださかない.

第41匝組織E主党化と候補者量級制

1 "世紀美園職員の選挙区と現代

グラッドストン家の三代にわたる歴史が物館るように、 19世紀においては

選制区を統御しうる大物パトロンの身内でないかぎり、政界入りを志す者が当

選の見込みのるる選考声区で立候補するζとも、またさ当選してもそこに収まると

とも非常に困難だった。食族の家に生まれた者でも爵位を相続するまでは下院

犠員を務めていたが、こうした人の中でも選挙区を変わる者治凶Pなくなかヲた.

しかし、彼らは比銭的早〈黄色実籍に入り、貴族院(上院)に入って政治家を続

けた。だから Ho附eof Commonsを日本魯閣で庶民院とするのは正しくな

い。 18-19世紀の下院には庶民とか平民というものではい、とてつもない大

地主の子怠でやがて貴族になる者が多かったのである。衆強院と訳す方が、歴

史的事実に却していると言えるかもしれない.

とにか〈、パ ミンガムで市長 (1873-75)を鑑り出しに下院議員に31年

(1876-1924)も選出窓れた、ジョセフ・チ晶 Yパレンの頃からの政治家の世

界とグラッドストンの時代とは、大きな遣いがあるa 彼の長男オ スティン

(A前回.)はラグビー校からケンプリック大を出て、 30歳前に東ウスター

(East W。憎治t~) で 1892年に下院議員に当選し、 1914年まで 22 年近くそこ
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にいたが、父@死後、その後を継ぐ形で商パーミンガム区に移り、さらにn
年も同区選出議員であった。やがて首相(1鉛7-40)となる弟のネグィル

〈出ville)!1，ラグビ日校からパーミンガム大を出て市長を務めた後、 1918竿

から29年にパ ミンガム市レディウヲド区選出議員、 29年から40年まで岡市

zッジバストン (Edgeb舗も。，)区の議員であ qた。グラッドストン家の政治

家のように、 E讃席をもっても選挙区を転々と移り変わることはなかった。

これが初世紀の現代イギリス政治家の在り方となった.

しかし、現代の政世は組織化が進んで党規律が厳しいものになヲているので、

政治家が稼覚して他党に移ったり、元の政党から分裂してできた政党の議員と

なると、もはや選挙区を転々とするだけではすまなくなる。その自民員が永〈い

た家(選挙区党〉から追われ.ことを覚悟しなければならないeウイ Yストン・

チャーチルは下院議員にな勺てから保守党から自由党へ、そしてまた保守党へ

と政党を変えた。だからグラッドストンと並ぶ倒年もの議員歴をもつが、選

挙区を5つも週歴している.椀週で落ちたワエストミンスタ 区(19沼叫年)

を入れると6つにな忍.

1922年に自由党を離れて"年に保守貸議員に返り咲くまでは、港濯も3固

重ね、彼を受け入れ志保守党選挙区協会もなかなか見つからなかった。持のボ

ルドワイン党首の肘らいで、エピシグ (Epping)の保守党協会を得てや勺と

当選できたのであo.彼は少数派の反社会主義の立1恵覚を作っていたが、彼に

対立する保守党候補をこの保守党協会が立てなかったからである。とれでチャー

チルは返り咲くことができ、大蔵大臣となって保守党に戻っ在。

チャーチルの事例にみられるように、政党包峨における織成員の自律性と規

律は、現代の今日でも変わりない。 1鈎0年代初めに結成された社会民主党

(1) Wチャーチルの1四十例年の選挙歴については、抽聞 Blake，The 
Coo町 IItivePllrty form Peelω Thlltcher. Methuen. 1臨 p甜 J咽

R.~寸前九 A History of the Cons釘'"礼、ePllrty: The Age of Balfour 
IInd Baldwin 1002-19則。Longman，1978. pp.191-92 
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CSDP)に移った、労働党・保守党議員29人の殆ど金てについてもそう宵える。

ただ一入、オーエン (DavidUwen)だけが従来のプリマス (Plymouth)の

選挙区から 10年余り議席を保持して 19回年に~li屋し、よ院議員となった例外

的事例はあるが、 般に選挙区党ないL党協会は、決してそこで選出される政

治家に贈するものではないのである白人々はよく「われわれの MP(our MP)J 

とはじんで口にするというが、ぞれはそこの人々が選んだ議員である。これは、

グラッドストンの時代から変らぬイギリスの政治文化であろう。だから選挙区

を一族で代々引き継ぐいわゆる世襲議員も、 20世紀においては滅多にみられ

ないのである。 19世紀の政治の世界においても親子が、兄皇帝が居住する所で

なく、さして関わりもなかった逮〈隙れた土地で出馬して選挙戦を行なったこ

とにも、少なくとも選挙区党の独立性がうかがえるであろう。

それにしても19世紀のイギリス社会では、貴族院た.上院を含めて議院に

入ることは、極めて価値あるもの〔名答価値〉とよ椀階級からミドルクラスの

財産と教育のある人々にみなされていたとみられる。そして、 ζの価値観同

技能をもうた上ゴ属労働者たちにも共有されていたといえよう。 W.E.グラッド

ストンに代表される同家三代にわたる下院議席への、執念みたいにみえるが、

極めて白然なアプローチにそれがうかがえる。しかし、当選する見込みがあり

かっ候補者として採用してもらえそうな選挙怪を求めて遍歴するのは、三代目

の長男ワィリ で終わった。下のハパ トがリ ズι落ち着いたからである。

彼がリ ズで父の代わりの候補者に選ばれて当選した1鈎O年前後は、自由党

の院外党組織っくりが全国の大都市で進められる中で、リーズの自由党ではパー

ミンガム自由党に続いて覚溜織のいわゆる近代化が進められていた。ハーパー

トがここに初年も定着するのは、 I関1年に 'J ズ自由岐協会 (LeedsLiberal 

A田 ciation)と呼ばれるようになるとの選挙区査との馬が合う関係だーたこ

とを示唆する。

(2) H. J. Hanham， of.ci弘 pp.130-33.413 
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2 選準区政党組織の近代化

187U年代に末、パーミンガム、マンチ&スター、ユ品ーヵースル、ブラッ

ドフォ~ 1'， v品フィールVなどでもとうした自由党協会が結成された。その

中でパーミンガム自由党協会は、金国自由党連合 CNationalLiberal 

FederatioIUが1878年に結成されたζととも梱侯って、先駆的なものでその

及肘捕は決して小さくなかったとみられ官。そこには、 1醐年代から70

年代にかけて J チ品ンパレンが築き上げた党選挙区組織でコーカス

(白ucus)と呼ばれるものがあったからである。コ カスは院外党組織の嬰と

なる幹部会とみてよいa アメ川崎党組織に由来するものであ札制パ

ミンガムでの下暁議員だけでなく、市会議員、教育委員〈曲。.1b咽 d)、救

貧民生委員 (8回 rdof Guard回.)のよ喰選挙のための極めて綿密な市内各

区 (w副.)にまで及ぶ組織を作り、これを動かしZLこれがいわゆる「パー
ミンガム・モデル」である.

このような選挙によって下院議員に代表される公職を取るために選挙区党組

織は、 1832年の圏民代表法制定目以来、自由党と対立する保守党においても生

まれ育っていた。この選掌訟で有権者が増えただけでなく、選挙権を手にする

には登録しなければならなくな qたからである。そこで両党1<，まず都市選挙

区から有纏者登録協会を作り、登録促進運動を重要な選参運動としていくので

ある。これが政党組織の原型的なものとなる。地方レペルの組織がまずできて、

これらが緩やかに結合するのが、金園レベルの自由党ないし保守党の有権者登

録協会であった。

。)Ibid" p.l33 
(41 術稿前掲 09世紀末期イギリス¢選挙運動J261頁参照。
(5) 同上261-62買;H.J. fu且ham，op.cit.， pp.387f 
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このような組織が、大衆畏忌政が到来した第2次改革法のlお7年頃からリ

フポームされてきて、周年秋に結成された保守党全国連合 (NationalUnion 

of the品同ervat1ve幻，d白nstituti。叫Associations)となり、選挙区レ

ベルでは協会という名称になる。自由党の場合も変らない.そして二大政党の

院外全国組織俗、このナシaナル・ユニオンも閏由党 NLFも共に結成の年

から毎年、年枚党大会を開催するようになった。年次大会の時期は例年9-11

月が多目。保守党年次大会は、今日で弘、 4，ω0人をこえる代表を集めて行な

われる。労働党の全国組織や地方組織も、保守党や自由党をモデルにして作ら

れたものである。

では、こうした政党が近代的組織政党に改革され始めた時期に、選挙区党が

どうであ"とかについてみよう。

保守党全国速合の主な構成単位とな省選挙区協会保、各地の政治的クラプと

保守党労働者協会〈白nservativeW町JcingMen's Associations)を結合L

たものとなる。クラプの名称をもつものもaらった。 CWMAは、第三次改革に
よる労働者選挙人を取り込むために、ヂィズレ 'Jの戦略から紙織されたもの

'" であった。後に保守党協会の重要な部分として機能するようになる。 18岨年

には保守党による工場・鉱山労働立法の政策が、その組織化に役立つ12.1814

年までに57のパラ、 6のカワシティに150の保守党労働者協会があった。そ

のパーミンガム協会は、 18刷会手に3，問。の会員を誇ったが、実際の会員は100-

5制だっ1f.バプや学校や教会などで会合をもっとか、大稿集会を催すことな
ど普段の活動があ q た。会費(党費)は年1シリング (<1の20分の1)だー

たとされo.しかし、納入者はそう多くなかっ官。会員は集まったパプで週に

(6) 保守党は4-7月、自由党1;1.1-3月の年もあった。 C.Cook and B. Keith， 
。p.cit.， pp.93-94 
(7) H. J. Hanham， op.cit.， pp.l05-ω 
(8) Ibid.， p.1{除
(9) Ibid. 
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ー度1パイントのピ ルを振る舞われるという所もあった。近代的政党組織の

グラスル ツも生まれて〈る頃は、大方こんなものであ q たのだろ

う， NFL結成前の自由党協会は、ホイッグの流れを汲む種健派と急進派

(Radicals)とのローカルな妥協の産効であった。シzフィールドでもマンチz

スターでもりーズでもそうであ勺た.マンチヱスター自由党協会をみると、と

の頃すでに現代型の組織がつ〈られている。そこにはメンパが変わらず再選

される総務委員会 (G個 eralPur伊e腿 Commit回)、財務委員会 (Fina~岬〉、

有権者登録委員会(R昭istration)のほか執行委員会(ExecutiveCommitt鱒)、

総評議会 (G姐智alCounciI)、年次総会 (annualmeeting)があ。た。との

組織ではGPCが重要な役割をもっ。 1882年に執行委員会加入申24人の互選

メンパ ・リストと、総評議会メンパーとしてlω人中関人の 'Jストを作り、

総会に提案して通した。 ECおよび GCの残りのメンパーが年次総会で遷ばれ
。。

るのである.ハーパート グラッドストンに議U腐を与えたリ ズの自由党も育

館な人材を有する組織になっていて、 1削年に固に自由党協会とな官。

では当時の自由党地方組織怯、どのようにして彼りの MPとなるべき候繍

者の選抜をなしたか。 18BC年総選挙における 3名区のマンチ品スター自由党

場金の事例をみよう。この協会リーダーたちは、 1879年、現躍進議員l名が状

の総選撃に幽ないと表明したので、その議席を有名な W.Eグラヲドストン

を立てて確保したいとし障し入れた。だが、彼に断bれたので適当な候補者を

援策するための特動燃会を聞いた。その中から 10人が遺ばれ、執行委員会民

選考が付託された。執行部はそれを二名に絞り込んだ.地の者8人、外の者2

人の中から前者の2人となる。急進派のA ヘイウッドとジ"・スラッグで

ある。執什部低これを選級委員会にまわした。そこではスラッグが選ぼれた。

(10) Ibid.， pp.l08ω 
(叫Ibid.，判明
(12)刷， p.413 
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執iT委員会は、熱っぽい荷量論の末、これを59対20で票決し、再び総会にかけ

た。そとで執仔都推薦の候補者が庄倒的多数で受け入れられたのであ150スラッ
グは翌年の選挙で当選、議員となる.

との遷拳区党協会の構成乙しても、下院議員候補者の選抜システムにしても、

今日のイギリス¢保守党労働党、自由民主党などとそんなに変わらないよう

に恩われる.大き〈変わったのは、選考挙区党と全国党指導部との関係である。

自由主義のζの時代は、まさしくアソシエー γ"y {自発的轄社)が費貫生した

時代であった。全国各地にできた政治的クラブ、政党協会といった自発的崎祉

は、自由なデモクラシーの証明だったと捉えられる。議会候補者の選綾は、ほ

とんど地方の政喧協会でなされたのである。中央の政党A伝部ないし指導部の関

与は、今目と比べて非常に弱かったのである。

イギリスにおける政党組織および議会候繍者選数システムの原型は、確かに

ここに見出すことができる。では、選挙区党協会の運嘗における資金や選挙費

の出所はどうだ弓たのか、党協会、候補者、党本部との関係をもう少し捉える

必要がある。

3 遣準区3位協会と院外全閣組織の基金

1随0年頃のマンチ孟スターとリ ズの白由党協会に関するハンハムの研究

によると、それぞれの協会差金に寄付金を出した者は、協会の委員会の党員全

てで体ないが、拠出者は決してそんなに少なくない。lB84年にリーズの執行

委員会は、 600人近い総評議会委員中、 480区 (wards)代衰の250位しか寄附

をしていないとこぼしていたロその頃、年次総会で選出されるようにな勺た

加入を含む必人の執iT委員は、協会基金に寄附するものとされていた。同年

(13) lbid.， pp.129-30 
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にマYチaιスタ の協会では、 5"人が協会基金に寄附した。その総評議会に

は750人もいたが、寄附した人@多くは協会の役職にある人ではなかった。こ

こで信裕植な人が協会を管理しており、りッチな人の寄附が多かヲた。それで

も資金怯不足してい弘

他方、 Vーズ自由党協会怯比校的貧しい人が管湿していたため、小額の寄附

に頼っていた。 1877~B5年における最大の定期的寄附者は、 25 ポンド出した

パラン践員 (JohnBarran， MP)であった。 H グラッドストシの名は穆げ

られていな官。リ ズ自由党協会俗、 m世紀に入 9て自由党連合と名称を変
えるが、財政的に行き詰まる。第次大織までは、どうにか別人の多額献金

。同
者によって支えられていたのが、大戦中の党分裂でなくなったからである。還

準費用の大部分は、候補者が持つのが普通であ q た。 J.S ミルがー度目

([鉛S年:}!志望強選挙で当選しても、 2度目はそうならなかったのは、同じ選

掌運動を操り返そうとしたからだったともいう。日本でもたまにあるζとであ

o. 

割増ゴ~中央にあたる指導部は、どのようにして政治資金を詞耀L 、政権の

帰趨を決する総選挙でどのようにその金を使ったのか。保守党および自由党の

二次政党についてみてみよう.

自由党の中で先進的地方党に属するりーズ党協会の1881-82年の出納報告

書によれば、収支共に5[5ポンド余りであるが、収入の殆どが自ら集めた個人

献金でお志。 25ポンドから 1シリングまで678人が拠出したものである。支出

の主なものは専従書記の給料、家賃、印刷・広告、有権者盈録担当者手当など

であ官。英国では今日の叩ポン Vが当時の1ポンドとされている。それによ

ると、 25，750ポンドとなる。これを阿に換えると 1ポシドを初O円として5[5

(14) Ibid.， pp.l3l-32 
(15) lbid.， p.l32 
(16) Ibid.， pp.132-33 
(17) Jbid.. p.419. 
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万円にしかならない。支出内容からみて、おそらく今の日本の2，000万円ぐら

いに当たると恩われる。会冒組織の NFLなどに12ポンド上納しているが、

党中央からの交付金とい qたも@はな11
保守党の場合も地方の党協会は、との当時、こうしたものであったとみられ

る.党協会の役員が上位の蟻長から膏議長と地位に応じて金を出して協会を支

える。その見返りは、名誉と将来の低んらかのポストへの期待であったともい
OJ) 
う.また保守党協会ではそこから選出された議員 (MPs)が、毎年かなりの

領に及ぶ金を出すのが常でお勺た。ここ半世紀陪ど前からこの党でも議員およ

び候補者が出す金は、普のように多額でな〈てもいいようになっているが、こ

の慣行怯今も続いている。リーズ自由党協会の収支報告に全ての氏名肱出てい

ないが 寄附金の多いのが MPst:.."たとみられる。今日の日本の政党の地

方組織も大方こんなもので、国会議員、地方議員、首長勺が党組織を財政函で

支えている。ただ共産党だけが例外であるとみられる。

選挙区の党協会を束ねる自由直および保守党の院外全国組総こついてみよう.

自由党のNFLの1881-2年の出納報告書によると、収入が会貨を主とす志、

1，981ポン V余り、支出が給料、出版・広告、大会・通信などで同額でリ ズ

閥会の4倍近〈であ宮。ここからいわゆる下拙臓にあたる池和党協会に

金の面での支援があ，たと怯、妻鹿考えられない。

同年度の保守党全国連合 (NU)の出納報告では、収支ともに1，099ポンド

で NFLよりもささやかであ宮.院外全国組織の本部よりも、その傘下にあ

る個々の党協会の中で注目に値す.活動が行なわれていたことが窺える.

(18) lbid.， p.419 
(19) 保守党協会の場合、毎年の寄附額が2-3ギェ (U:~ポンド金貨 2-' っ)で
副議長 (Vi悦 Presid阻も)になれて全国連合セントラルカウ:.-~ルの胞に着け 4る
といった具合で何+人もの副績長がいた也会もあーた。また自分の属する党が管略
する行政機関のポストにつ〈ことも見込まれていたoJohn Ram叫岨， Op.Cl払!
"純一49
(20) H. J. Hanham， op.cit.， p.417 
(21) Ibid.， p.418. 
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しかし、 NFLやN托Jのよう"院外全国組織は、決して党本部 CCentral

Ofii叫ではない。 19世紀白政党で噛の党湾舗にあた6のは、下院を束ねるチ

フ・ホイップ (ChiefWhlp)と院外党調係の仕事をするパーティ・エイジ孟

ント (PartyAgentsJを統合したものである。保守党では1911年以来、この

院内・院外党を統轄する者として党幹事長(Ch飢rmanof the Party 0培曲ユS

ation)がおかれている。党首が任命するポストであるo19世紀においては、

保守党および自由党の中央指導郎は、言及するまでもな〈、政梅覚では首相で

ある党首が率いる内閣、野党においては党首が率いる君臨¢内陽であ。た。

ではこの三大1政党の指噂郁における政治資金の調達とその使傘、つまり配分

はどうであったのか、ハシハムの研究を手掛かりにみてお〈ことにしたいa

4 政党本舗の政，台資金一-，岡達と配分

普通、大抵の候補者たちが、自分の金で選挙戦をしていた。政党中央指導留

にも選挙資金は余りなかったー少ない差金だったのでどの党も金を投入するの

は、異例D選挙区か隈られた数の候補者に対してのみであっ官。ただどういう

ものか、パーネル派 (theParne1litOO--<ヨharlOliSt蜘a.rtParnellのアイルラ

ンド民族党で1総5年に防掻腐をもっ)だげが十分な資金を有していた。それ

で候補者選抜において党幹部た包が力をもったし、金のない議員に陥給科を払っ

たりしてい害。

では、保守党と自由党の資金源は何であったか。大口の源泉は二つあったと

される。ーつは、政権の座にある時に隈られるが、下院を取りしきる院内幹事

長 (αlIefWhip)が兼任する大蔵省付叙任梱 (PatronageSecretary to也e

"ω四，，)の資格で支出される政治的目的のための機密費(曲。品。ω

iEit語P醐
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Service money)の毎年10，∞0ポンドからでるる。極めて手っ取り早い資金調

達同法であった。そ叫頁の首相や蔵相が年俸5，醐ポンドであ勺た.しかし、こ
【Mゅ

のような政治目的の機管費は、 1綿6年に廃止される。会計検査院や下院会計

監査委員会 (PAI町の厳しい批判を受けた、保守党内閣の時にである。

もうーーつの資金源は、個人献金であった。その主たるものは、食族たちから

の献金である。そもそも上続にいる貴族たちには選挙がない。でもその多くが

選挙の洗礼を受け、下院議員を経験している。しかも政権の座をめぐる二大政

党・与野党の戦いは織烈である。どうしても勝たねば伝勺ないeそのためには

金のない候補者に縫子入れしなければ、といった論理で貴族たちから金を集め

たのである。上院予 フ・ホイップがこの党資金作りの受医者と怠った.しか

し、貴挟たちもまず自由党にみられたが、次第に渋くなり、 1885年以後は僅

かなものになった。それでも、 1880年までは献金額全体の三分のーから凶分
ω 

のーをしめていた。

1885年の総選挙まで二大政党が阿ゆかの方法で夜逮し、選挙で使った金位、

保守党が鈎∞0ポシド、自由党が払0∞一泊 00ポンドであーたといT.これ
を今¢英貨にすれば、 50倍してl切方.ンド、 100-150万ポンドになる。 1981

年総選挙で保守党は000万ポンド、労働党は4初万ポンド、自由民主党となる

連合が100万ポンド、それぞれのキヤンベ ンに支出してい宮。勿論、各選挙

区党と候補者の分は含まない。そうす忍と、当時の保守党は党本部として今の

保守党の6分のl、労働党の3分のl強の選挙費を使い、自由党はその末衝で

ある自民党の3分の2位の選挙資金を動かしたことになる。単純に比較すれま、

今日のイギリスの政党は、昔よりも選挙にかなり多くの金を掛げていることに

〈以) Ibid.， tp.3ω70 。5) Ibiι. p.371 
(26) lbid.， p.372 。7lnavid But1er and D肌 niaKavanllgh， The Bri出 hGene玄ralElection 01 
1拙， M，醐illan，1賦，.醐
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もなιだが、選挙運動が選挙区と候繍者中心であった時代と、金町ヒし通信・
交通、そしてメディアが革命的に変容した現代の選挙運動のあり方との大きU

釜異をみなければならない。今はとりわけ情報・適信交湿などの函に金が必

要となった。保守党本部の選者詳貨の6分のlがメディ7関係だという。

このようにみると、 19世紀後葉のディズレー 'J対グラッドストンの時代の

英国二大政党体、激しい対立続争を通じて現代の大政党との共通性を備えた

全匡崎被政党に怠ったと言える。自由党チーフ・ホイップ(1874-80)だった

アダム (W.P. Adam)が残した紀録によれば、 1880年に39人の候補者に
制》

500ポンドから300ポンドの補助金を交付していo.この時、グラッドストン

の息子ワィリ カ戦うた東ウスタ シ7党協会はω0ポンド、ハーパートが戦勺
。目〉

て破れたミドルセフクス党協会は20Cボシド支給された。なお、 1885-86年に

国人の候補者個人に対して150ポンドから50町ポンドの補助金が交付されたと

いう闘もあ弘この時、 188a年腐敗晴止法の下に違挙輔の3分の1以上

は、どの選挙区にも交付されない、という中央本部〈白ntralOff泊)の規則

ができてい官.党組織の近代化がゆっくりと進められてきたのである。

5 政治文化の変容

選考詳区と議席を己の価値ある贈り物であ.が如くみなして、家族やその周辺

で思うままに動かしていたパト U ンた.貴族たちも、修が薄くなった。 186'

年に自由党に31人、保守党に"人もいたバトロンも次第に姿を消し、 1885年

には全部で12人となり、世紀末の191∞年になると選挙区を統御できるという

(28) H. S. Hanham.， op.cit.， p.379 
(29) Ibid" p夜"
(30) Ibid.， p.379 
(31) lbid 
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人は殆どいなくなっ官。下院議員になる抱負をもっ人は勿論、当選して践会入

りした人も社会的背景が拡が勺てきた。とくに1870年代からは、地方議員

Oocal ∞uncillor) の経歴をもっ人が暗えた。市長 (m匂~)経験者も増えた園

市長休、この園では独自の首長選挙をしないから、市会鎗員である。すでに

1868停にこういう人が55人も下院議員となり、-年の総選挙では他人が当

". 還しているのであるB

また労働者階級の中でも掻援入りを目指す者がし'ec、に場えてきた。労働組
合幹歯車たちだが、自由党に属して政治に関わり、候補者に採飼されて下院業員

にはったので、りプ ラプ議員(Lih-LabMPs)と呼ばれるようになった。

労働者粟の多い鉱山や主婦のある選挙区て噌詩格奮に選抜され 自由賞議員になっ

た人たちである。その数は1874年の2から邸年の11となった。 19凶年に24と
。。
なる.リプーヲプ MP，の主力は、当時イギリス最大の労組だった炭労

(Min町ぜ Federlltion)出身者でおった。

これと平行して、この頃の労働運運動には自立した酎台運動を目指す繭艇があっ

た。この中で重要な位置をしめたのが、 18四年に結成された独立労働党

(ILP)である。 1882竿にロシドンのウエストハムで当選して下院入りしたケ

ア ハーデイ (JamesKeir Hardie)に率いられた党である。この"年に同

党をt:u<o2人を含む3人の独立労働派が議会に進出したe そしてこれがlLP

結成につなが旬、労働組合会繊 (TUC)と遠錦し、 19ω年に労働党の前身で

ある LRC(労働代語員会)の結成となる。"事、同年総選挙では候植民

議席2であった。労働党 CLabourParty)という党名をとるのは議席3O(候

補者50)となる印刷年総選挙からである。その後、リプーラプ鍵員もl卯9年

(32) lbid.， pA05f 
(33) lbid.， p.387 
(34) Martin Pugh， op.cit.， p.129 
(35) ILP及び RCの結成についてu、HenryPelling， The Origina 01血e
Labour Party 18ω l2附l，Oxford Univ. Pre関， 1965が詳しい.
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の出身労組 MFの決定で労働党に移った。この鎗員たちは大方、自由党につ

いていたかうたというが、 1009年の MFの低娘決定に従うた 1910年には予

算問題と憲法問題で総選挙が2困もaるった。 1月選挙で労働党怯議席が40、
l'月選撃で42に"るが‘ 1906年と比ぺて増えた分は、リプ】ラプ議員を吸収

したがゆえである。

ケア ハーディと 1LPと言えば、よくイギリス的社会主餐 倫理的宗教的

性格の社会主義と濫想されるが、このワプーラプ議員たちは、労働党に移籍し

?とからと言っても、決して、そうした社会主義に褒ったのではない。柄直に関

わる圧力団体的な労働党の傘下に入ることを、出身母体の労組が決定したから

覚を変えただけである。リプ ラプ主義とは、自由党と政治的価値や政治的仔

為の規範などを共有することに他ならない。ケァ・ハ ディも自由党員として

活動し、政治を学習したが、炭坑地区のミッド・ラナ ク区 (MidL凹~k)

でl鴎8年に下院議員に立候捕しようとしたが、そこの自由党協会がハ ディ

を公酒候補に採用しなかうた。そこで無所属で出馬して惨敗したととが契機に。η
なり、 ILP結成となった。同じ運命をたどヲたのが6年後のサザンプトンの

マクドナルド(RamsayMacd仙叫のであっ官。ハーデイに続〈党首となり、

戦間期に労働党政権を延べ3年率いた人である。極めて自由党的な見方をも勺

ていたヘンダ ソン (A且thurHenderson)ですら、 1895年にユューヵースル

自由党協会で執行協の齢告にもかかわらず、 1川O人'OneThousand'といわ

れあ総会で斥けられ官。 ζの人は第一次大峨中にマクドナルドに代わって労働

党党首を務め、連立政権の閣僚となqた人物であうたャ自由党政治家への道を

閉ぎきれ"原因には、ミドルクラス党員のみ抵らず労働者党員の偏見もあった

(36) S. T， Miller， op.C川川 p.127
α7) G. R. Searle， The Liberal Pa此y，op，cit.， p.6悶
(38) Ibid.， p.69 
(39) Ibid 
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といす。こうしたことから労働置の誕生となったが、リプーラプ主義を引き継

ぐ自由労働協会信第ー次大戦中まで続いた。自由党的な政袷カルチ三ア日は、

労働党の中で現代に至るまで長く尾を引く。

ともあれ、貴族のパトロン政治の時代が過ぎ、現代的政党政治の原型ないし

出発点といえる政党政治が形成される>0世紀の後半およそ50年に、イギ'1ス

の政治は大きく変化した。政治に関わる人々からして遣うものになった。労働

者階級が重要な位置を占めるようになった。女性の政治参加も地方自治体レベ

ルで始まった。半世担前には人々が想像しなかうた社会と政治の変化があった

のである。これはまさしく文化の変容である。政治の世界に限定するならば、

政治文化の変容ということができる。

(40) Ibid.， pp.69-70 


